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は
じ
め
に

江
戸
時
代
、
武
蔵
国
多
摩
郡
百も

草ぐ
さ

村
に
あ
っ
た
慈
岳
山
松
連
寺
に
は
、
今
で
い
う

と
こ
ろ
の
考
古
資
料
が
宝
物
と
し
て
蔵
さ
れ
て
い
た
。
地
誌
や
紀
行
文
に
よ
れ
ば
、

縄
文
時
代
の
石
斧
、
古
墳
時
代
の
大
刀
、
鉄
鏃
、
中
世
と
思
し
き
武
器
、
馬
具
な
ど

実
に
多
彩
な
資
料
が
あ
り
、
な
か
で
も
一
二
世
紀
の
経
塚
に
関
わ
る
遺
物
は
早
く
か

ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
経
塚
遺
物
は
、
今
と
な
っ
て
は
所
在
が
確
認
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
も
の

の
、
明
治
以
降
の
経
塚
研
究
に
相
応
の
位
置
を
占
め
て
き
た
（
高
橋
一
九
〇
七
な
ど
）
。

さ
ら
に
、
銅
製
経
筒
の
一
口
が
藤
原
守
道
と
い
う
工
人
名
を
明
記
し
た
作
品
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
林
一
九
七
五
な
ど
）
と
、
経
筒
製
作
工
人
を
考
え
る
う
え

で
も
注
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（
網
野
一
九
八
三
な
ど
）
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
重
要
視
さ
れ
る
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
現
存
遺
物
の
考
古
学
的
な
資

料
化
は
果
た
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
日
野
市
郷

土
資
料
館
に
よ
る
特
別
展
の
開
催
に
よ
り
遺
物
が
集
め
ら
れ
、
か
つ
同
館
の
労
に
よ

り
各
所
蔵
者
・
機
関
か
ら
許
可
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
現
存
遺
物
―

―
経
筒
三
口
―
を
ま
と
め
て
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
本
稿
で
は
、
改
め
て
本
経
塚

の
基
礎
情
報
を
整
理
し
、
資
料
化
し
た
情
報
を
開
示
す
る
と
と
も
に
、
本
経
塚
と
そ

れ
を
め
ぐ
る
一
二
世
紀
の
経
塚
造
営
の
様
相
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
う
。

な
お
、
本
経
塚
の
名
称
に
つ
い
て
は
「
松
蓮
（
連
）
寺
経
塚
」
と
す
る
文
献
が
多

い
（
林
一
九
七
五
・
東
京
国
立
博
物
館
編
一
九
八
八
な
ど
）
。
確
か
に
江
戸
時
代
に

出
土
品
を
所
蔵
し
て
い
た
の
は
松
連
寺
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
成
立
は
元
禄

一
三
年
に
降
り
、
経
塚
と
は
関
係
し
な
い
。
そ
の
う
え
、
松
連
寺
の
地
に
は
真
慈
悲

寺
と
い
う
鎌
倉
幕
府
の
祈
祷
所
と
も
な
っ
た
中
世
寺
院
が
存
在
し
た
。
経
塚
と
真
慈

悲
寺
と
の
関
係
は
検
討
を
要
す
が
、
松
蓮
（
連
）
寺
経
塚
の
名
称
が
誤
解
を
招
く
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
本
稿
で
は
所
在
地
名
を
採
っ
て
「
百

草
経
塚
」
と
呼
ん
で
お
く
。

一 

百
草
経
塚
に
関
す
る
諸
情
報
と
遺
物

（
一
）
百
草
経
塚
を
取
り
上
げ
た
近
世
史
料

近
世
の
地
誌
、
紀
行
文
そ
し
て
松
連
寺
や
こ
れ
に
隣
接
す
る
八
幡
宮
の
縁
起
類
な

ど
に
は
、
百
草
経
塚
の
発
見
や
出
土
品
に
関
す
る
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
（
表
１
）
。

地
誌
と
し
て
は
、
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
１

（
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
成
立
）
を
は

日
野
市
百
草
の
経
塚
遺
物

深
澤　

靖
幸
（
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
）
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表１　地誌・紀行文等にみる出土遺物

史料名
成立年・刊行年

発見年
出土地 出土品 備考

松連寺由来記
慶長 15年（1610）

経筒に関する記述はないが、長寛元年銘経筒に
みえる弁豪・尭尊を保元・建久期の松連寺住職
とする

『新編武蔵風土記稿』収
録。記述内容の信憑性に
疑問あり

武州多麻郡百草村桝
井山正八幡宮伝紀
元禄 14年（1701）

元禄 13年 男山（石清水八幡）の土を納めた磁器、鑑（鏡）、
千手観音銅像、短刀 100余、経筒（建久・長寛・
永万銘）、磁器、仏具

男山の土を納めた磁器は
八幡背後の出土、他は各
所

松蓮寺古縁起
享保 6年（1721）
以降

正徳年中
仁王塚下

銅の経筒（長寛元年銘）、銅の経筒（永万元年銘）、
金の経筒（建久 4年銘）、石瓶、観自在の像、金
壺 1、銅壺 2、懐刀数 10、華皿等、古鏡・陶器
の香合 3

「調布日記」「玉川披砂」
収録

調布日記
文化 6年（1809）

正徳 3年
仁王塚下

銅の筒（長寛元年銘、永万元年銘）、金の筒（建
久 4年銘）、古鏡、香合

発見年・出土地は
「古縁起」の引用

百草松連寺什物
文化13年（1815）
以降

経筒（長寛九年銘、永万元銘、建久四年銘）、銅
鏡 2、合子 2、六器（鋺 1，托 1）、の根 4、（鉄
刀 3、鍔 1、千手観音 1、鐙 1）

岩瀬文庫。長寛 9年は元
年、仁治 3年は 4年の誤
読

郊遊漫録
文化 12・13年
（1815・16）

経筒 3口 『江戸名所図会』の調査
記録

武蔵名勝図会
文政 3年（1820）

元禄 13年
境内地

銅経筒（長寛元年銘）、銅経筒（永万元年銘、円
鏡 1・陶器香合 3・雷斧 1・炷殻入陶器 1・千手
観音 1）、銅経筒（建久 4年銘）、短刀 2（経筒の
周囲に埋められていた数百本のうち）、千手観
音・香合

挿図では経筒は二王門跡
西方の丘陵上出土とし、
二王塚の項では文化 14
年出土とする

藁褁
文政 7年（1824）

元禄 13年
寺中

経筒（銅・長寛元年銘）、経筒（銅・永万元年銘）、
経筒（金銅・建久 4年銘）、阿弥陀如来坐像、鏡、
石瓶

刀２口、鍔１個は文化 13
年出土

百草松連寺の記
文政 10年（1827）

元禄 13年 唐銅経筒（長寛元年銘、経文残欠）、銅筒（永万
元年銘）、唐銅の筒（建久 4年銘）、素焼き 3、
香合入、円鏡

多波の土産
文政 11年（1828）

銅器（弘仁 9年銘）、銀筒（仁治 4年銘）、銅筒（長
寛元年銘）、銅筒（永万元年銘）、銅筒（建久 4年
銘）、七宝ナガシ銅皿、鏡

新編武蔵風土記稿
文政 13年（1830）

元禄 13年
二王塚

銅経筒（長寛元年銘、経文残欠）、銅経筒（永万
元年銘、古鏡 1・香合 1・護摩器 1組・古壺 1）、
銅経筒（建久 4年銘）、短刀 2（経筒の周囲に埋
められていた数百本のうち）

松連禅寺之碑
文政 13年（1830）

銅筒 5（弘仁・長寛・永万・建久・仁治銘）

江戸名所図会
天保 7年（1836）

正徳年間
二王塚

経筒（銅・長寛元年銘）、経筒（銅・永万元年銘）、
経筒（金銅・建久 4年銘）、観音像、石瓶、刀剣
数十、華皿

海録
（1820-37）

（「藁褁」の該当部分の引用）

往昔夜話
天保 14年（1844）

経筒 3、瓶

皇国地誌 百草村
1879年（明治 12）

元禄 13年
元境内仁
王塚付近

仏像（建長 2年銘）、経筒（唐銅経筒、長寛元年銘・
永万元年銘・建久 4銘）、鏡、古刀 2、鏃、鍔 1
など

参　考
武蔵国南多摩郡七
生村百草園
（史学界 3-2）
1901年

経筒（長寛 9年銘、永万元銘、建久 4年銘、仁
治 3年銘）、青銅仏像 1、古鏡 1、鏃 1、古刀 2、
鍔 1七宝焼皿 1

長寛 9年は元年、仁治 3
年は 4年の誤読。旧松連
寺の什物は百草園内の酒
家（茶店）にて保管

考古的探検旅行　　
（考古界 1-4）
1901年

①経筒（弘仁 9年銘）、鉄鏃。②阿弥陀坐像。③
経筒（長寛元年銘、永万元年銘、建久 4年銘）

①は百草園茶店保管。弘
仁 9年銘は追刻、鉄鏃を
贋作とみなす。②は観音
堂保管。元禄 13年松蓮
寺境内出土。③は高幡金
剛寺保管
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じ
め
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
２

（
文
政
一
三
年
成
立
）
、『
江
戸
名
所
図
会
』
３

（
天

保
七
（
一
八
三
六
）
刊
）
が
百
草
の
経
塚
を
取
り
上
げ
て
い
て
、
特
に
前
二
書
は
写

生
図
を
交
え
て
詳
細
に
出
土
品
を
紹
介
し
て
い
る
。

紀
行
文
で
は
、
大
田
南
畝
の
『
調
布
日
記
』
『
玉
川
披
砂
』
４

、
竹
村
立
義
の
『
百

草
松
連
寺
の
記
』
５

、
作
者
不
明
の
『
多
波
の
土
産
』
６

が
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
『
調
布
日
記
』
で
は
、
南
畝
が
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
二
月
に
松
連
寺
を
訪

れ
、
住
僧
不
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
留
守
を
預
か
る
僧
の
対
応
で
経
塚
遺
物

を
含
む
寺
宝
を
拝
観
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
竹
村
は
文
化
一
〇
年
に
本
堂
の
傍

ら
の
棚
を
設
け
た
一
室
で
寺
宝
を
拝
観
し
、
住
僧
か
ら
一
つ
一
つ
つ
ぶ
さ
に
説
明
を

受
け
て
お
り
（
『
百
草
松
連
寺
の
記
』
）
、
文
化
一
一
年
に
は
『
多
波
の
土
産
』
の
作

者
も
同
じ
く
寺
で
拝
観
し
て
い
る
。
加
え
て
、
経
筒
な
ど
の
宝
物
を
写
生
図
で
紹
介

し
た
「
百
草
松
連
寺
什
物
」
７

も
あ
る
。
松
蓮
寺
は
多
摩
川
の
右
岸
の
小
高
い
丘
陵

上
に
あ
っ
て
、
眺
望
の
開
け
た
景
勝
地
で
あ
っ
た
た
め
に
、
江
戸
の
文
人
墨
客
た
ち

の
訪
問
地
と
な
っ
て
お
り
、
宝
物
拝
観
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

と
う
ぜ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
松
連
寺
の
宝
物
は
近
隣
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で

あ
っ
た
。
や
や
遅
れ
る
が
関
戸
村
（
多
摩
市
）
の
延
命
寺
の
住
職
・
春
登
が
著
し
た

『
藁わ

ら

褁く
ぐ
つ』８

や
、
多
摩
川
対
岸
の
本
宿
町
小
野
宮
（
府
中
市
）
の
内
藤
重
鎮
が
記
し
た
『
往

昔
夜
話
』
９

に
も
経
塚
遺
物
に
関
す
る
記
述
を
見
出
せ
る
。

右
に
紹
介
し
た
の
は
松
連
寺
を
訪
れ
た
地
誌
の
調
査
者
や
江
戸
の
文
人
墨
客
、
そ

し
て
近
隣
の
知
識
層
が
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
元
の
、
松
連
寺

や
こ
れ
に
隣
接
す
る
百
草
八
幡
神
社
の
縁
起
類
に
も
、
経
塚
発
見
や
経
塚
遺
物
に
関

す
る
記
載
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
松
連
寺
僧
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
松
連

寺
の
複
雑
な
歴
史
を
反
映
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
縁
起
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
縁
起
の
内

容
に
即
す
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
と
思
う
。

松
連
寺
の
開
山
を
担
っ
た
亀
光
鑑
が
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
二
）
五
月
に
作
成
し

た
の
が
「
武
州
多
麻
郡
百
草
村
桝
井
山
正
八
幡
宮
伝
紀
」
10

（
以
下
「
伝
紀
」
）
で
、

源
頼
義
が
前
九
年
の
役
の
戦
勝
祈
願
で
八
幡
宮
を
勧
請
し
た
こ
と
か
ら
書
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
。
同
じ
く
八
幡
宮
勧
請
か
ら
語
る
も
の
と
し
て
、「
松

蓮
（
マ
マ
）

寺
古
縁
起
」
（
以

下
「
古
縁
起
」
）
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
現
存
し
な
い
が
、
大
田
南
畝
の
『
調
布
日
記
』

や
『
玉
川
披
砂
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
後
欠
文
書
と
な
っ
て
い
て
作
成
年

は
不
明
な
も
の
の
、
文
中
に
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
の
堂
舎
建
立
記
事
が
あ
る
か
ら
、

こ
れ
以
降
と
わ
か
る
。
松
連
寺
は
、
百
草
村
を
知
行
し
た
小
林
正
利
が
元
禄
一
三
年

五
月
に
臨
済
正
宗
（
黄
檗
宗
）
寺
院
と
し
て
開
い
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
小
林
氏
の

改
易
に
よ
り
廃
れ
、
無
住
の
時
期
を
経
て
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
小
田
原
城

主
大
久
保
忠
増
の
室
で
あ
る
寿
昌
院
に
よ
っ
て
慈
岳
山
と
山
号
を
改
め
再
興
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
伝
紀
」
は
桝
井
山
松
連
寺
、
「
古
縁
起
」
は
慈
岳
山
松
連
寺

に
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
る
縁
起
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
古
縁
起
」
に
近
似
し
た
内
容
を

持
つ
も
の
と
し
て
、
成
立
年
不
詳
の
「
武
州
多
摩
郡
百
艸
邑
舛
井
山
松
連
禅
寺
千
手

観
音
畧
縁
起
」
11

（
以
下
「
畧
縁
起
」
）
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
松
連
寺
の
由
緒
を
天
平
期
か
ら
説
き
起
こ
し
、
頼
義
に
よ
る
八
幡
宮

再
興
へ
と
つ
な
げ
る
縁
起
が
あ
る
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
が
載
せ
る
「
松
連
寺

由
来
記
」
（
以
下
「
由
来
記
）
と
、
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
が
載
せ
る
「
松
連
寺
由
来
記

并
ニ
本
地
観
音
堂
縁
起
」
（
以
下
「
由
来
記
并
ニ
縁
起
」
）
で
あ
る
。
「
由
来
記
」
は

奥
書
に
よ
れ
ば
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
成
立
、
「
由
来
記
并
ニ
縁
起
」
は
成

立
年
不
詳
だ
が
大
久
保
家
に
よ
る
再
興
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
享
保
六
年
以
降
と
判

断
で
き
る
。
ま
た
、
百
草
八
幡
神
社
境
内
に
あ
る
、
文
政
一
三
年
五
月
建
立
の
「
松

連
禅
寺
之
碑
」
12

（
以
下
「
碑
」
）
は
、
八
代
住
職
・
魯
庵
の
功
績
を
顕
彰
す
る
石

碑
だ
が
、
そ
こ
に
も
「
由
来
記
」
に
似
た
記
載
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
百
草
の
経
塚
及
び
そ
の
遺
物
に
触
れ
た
地
誌
、
紀
行
文
、
縁
起
類
は

少
な
く
な
い
。
し
か
し
厄
介
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
に
記
さ
れ
た
諸
情
報
の
内
容
は
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
。
地
誌
や
紀
行
文
の
記
述
に
は
住
僧
の
解
説
も
採
り
入
れ
ら
れ
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て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、
地
誌
や
紀
行

文
が
さ
ま
ざ
ま
な

縁
起
類
を
載
せ
て

い
る
よ
う
に
、
典

拠
と
し
た
史
料
の

違
い
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し

て
縁
起
類
が
経
塚

の
発
見
譚
や
遺
物

の
由
来
を
都
合
よ

く
採
り
入
れ
、
創

作
し
て
い
る
こ
と

で
さ
ら
に
複
雑
さ

を
増
し
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ま
と
な
っ
て
は

確
か
な
こ
と
は
不

明
と
い
う
ほ
か
な

い
け
れ
ど
も
、
妥

当
性
の
高
い
情
報

を
拾
い
上
げ
て
み

よ
う
。

（
二
）
記
録
さ
れ
た
経
塚
遺
物

ま
ず
は
、
経
塚
遺
物
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
が
、
こ
れ
も
史
料
に
よ
っ
て
記
載
の

異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
経
塚
遺
物
の

主
体
を
な
す
経
筒
の
出
土
個
数
す
ら
、
実
は
明
ら
か
で
な
い
。
確
実
な
の
は
各
史
料

が
紹
介
し
、
現
存
す
る
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
銘
、
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
銘
、

建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
銘
で
三
口
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
号

と
呼
ん
で
お
く
。

こ
の
三
口
の
ほ
か
に
も
二
口
の
存
在
を
記
す
史
料
が
あ
る
。
『
多
波
の
土
産
』
は
、

右
の
三
口
に
加
え
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
銘
と
仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）
銘
の
二

口
を
写
生
図
と
と
も
に
紹
介
し
、
「
碑
」
も
三
口
に
加
え
て
弘
仁
・
仁
治
の
経
筒
の

出
土
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
Ｄ
・
Ｅ
号
と
す
る
。
ま
た
、
明
治
に
な
っ

て
水
越
正
義
は
仁
治
三
年
銘
経
筒
（
水
越
一
九
〇
一
）
、
山
中
笑
ら
は
「
考
古
的
探

検
旅
行
」
13

（
以
下
「
旅
行
」
）
で
弘
仁
九
年
銘
の
経
筒
（
（
記
者
）
一
九
〇
一
）
の

存
在
を
報
告
し
て
い
る
。
後
者
は
Ｄ
号
、
前
者
は
Ｅ
号
相
当
す
る
と
み
て
よ
い
。
Ｄ
・

Ｅ
号
の
存
在
に
触
れ
る
史
料
・
文
献
が
限
ら
れ
る
理
由
は
と
も
か
く
、
か
つ
て
百
草

に
は
五
口
の
経
筒
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
五
口
の
経
筒
に
つ
い
て
は
次

項
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
。

地
誌
・
紀
行
文
・
縁
起
類
に
は
経
筒
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
現
存
し
な
い
も
の
ば
か
り
な
の
で
判
断
は
難
し
い
が
、
「
往
昔
夜
話
」

が
「
近
頃
ハ
さ
ま
〱
の
寺
宝
多
く
成
候
様
ニ
被
思
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
寺

の
歴
史
を
語
る
た
め
に
揃
え
ら
れ
た
胡
散
臭
い
品
物
も
少
な
く
な
い
。
ひ
と
ま
ず
、

経
塚
遺
物
の
品
目
と
し
て
違
和
感
が
な
い
の
は
、
和
鏡
、
香
合
、
護
摩
器
、
壷
、
短

刀
、
鉄
鏃
だ
ろ
う
か
。
図
１
に
主
な
写
生
図
を
ま
と
め
た
。

和
鏡
は
比
較
的
写
実
的
な
写
生
図
が
各
書
に
載
る
。
と
り
わ
け
『
武
蔵
名
勝
図
会
』

で
は
拓
影
の
模
写
を
載
せ
て
い
て
、
菊
花
座
鈕
を
も
つ
秋
草
蝶
鳥
鏡
と
判
断
で
き
る
。

1 和鏡（武蔵名勝図会）
2 合子（新編武蔵風土記稿）
3合子（百草松連寺の記）
4・5 合子・小壷（百草松連寺什物）
6 六器（新編武蔵風土記稿）
7壷（新編武蔵風土記稿）
8～10（百草松連寺の記）

1

10

9

8

7 6

5

4

3

2

図１　地誌等に描かれた遺物



5

一
二
世
紀
前
半
の
製
品
と
み
て
よ
い
。
香
合
の
類
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
や
『
百

草
松
連
寺
の
記
』
の
写
生
図
を
見
る
限
り
複
数
あ
り
、
白
磁
あ
る
い
は
青
白
磁
の
合

子
や
小
壷
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
護
摩
器
は
鋺
と
そ
の
蓋
、
托
か
ら
な
る
銅
製

の
い
わ
ゆ
る
六
器
で
あ
る
。
以
上
は
、
経
塚
遺
物
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
焼
き
物
の

壷
の
類
は
複
数
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
胴
部
に
若
干

の
膨
ら
み
が
あ
る
一
口
、
『
百
草
松
連
寺
の
記
』
は
い
ず
れ
も
素
焼
き
の
寸
胴
形
一

口
と
壺
型
二
口
の
写
生
図
を
載
せ
て
い
る
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
『
百
草
松
連
寺

の
記
』
と
も
に
写
実
性
は
定
か
で
な
い
し
、
『
百
草
松
連
寺
の
記
』
の
三
口
は
記
載

さ
れ
た
寸
法
に
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
経
筒
外
容
器
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

特
に
寸
胴
形
の
一
口
は
渥
美
窯
の
外
容
器
と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
。
短
刀
も
、
経
筒

の
周
囲
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
記
述
に
信
を
置
け

ば
、
避
邪
を
意
識
し
た
経
塚
副
納
品
と
み
て
よ
い
。

し
か
し
、
鉄
鏃
は
古
墳
時
代
後
期
や
近
世
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
、
明
確

に
中
世
に
属
す
も
の
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
と
、
後
に
触
れ
る
古
墳
時
代
後

期
の
鉄
刀
の
存
在
を
踏
ま
え
る
と
、
短
刀
も
経
塚
遺
物
と
み
な
す
こ
と
に
躊
躇
し
な

い
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
千
手
観
音
像
も
あ
る
。
千
手
観
音
像
は
「
一
寸
二
分
」
で
『
武
蔵
名

勝
図
会
』
は
Ｃ
号
経
筒
の
中
に
入
っ
て
い
た
も
の
と
伝
え
る
。
小
仏
像
は
経
塚
の
副

納
品
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
地
元
に
こ
の
千
手
観
音
と
伝
え
ら
れ
る
小
金
銅
仏
が
残

さ
れ
て
も
い
る
。
た
だ
、
現
存
す
る
小
金
銅
仏
は
八
本
の
手
を
持
つ
弁
財
天
坐
像
で

あ
る
。
千
手
観
音
像
は
写
生
図
が
な
い
た
め
同
一
で
あ
る
保
証
は
な
い
。
尊
容
を
誤

認
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
坐
像
を
一
二
世
紀
の
製
作
と
す
る
の
に

は
無
理
が
あ
り
、
Ｃ
号
経
筒
に
伴
う
と
い
う
記
載
を
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

ま
た
、
『
多
波
の
土
産
』
と
『
百
草
松
連
寺
什
物
』
は
源
義
家
所
用
と
伝
え
る
鐙

を
紹
介
し
て
い
る
。
写
生
図
に
よ
れ
ば
中
世
の
遺
品
と
み
て
違
和
感
は
な
い
が
、
経

塚
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
）
経
筒

前
述
の
通
り
、
経
筒
は
五
口
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
現
存
す
る
Ａ
～
Ｃ
号
の
三

口
は
、
今
回
、
実
測
な
ど
の
資
料
化
を
行
っ
た
。
Ｄ
・
Ｅ
号
の
二
口
は
所
在
不
明
だ

が
、
『
多
波
の
土
産
』
の
写
生
図
と
そ
の
註
記
に
よ
り
、
基
礎
情
報
が
得
ら
れ
る
。

Ａ
号
経
筒

Ａ
号
（
長
寛
元
年
銘
）
経
筒
は
奈
良
国
立
博
物
館
の
所
蔵
品
で
あ
る
（
図
２
・
３
）
。

筒
身
、
蓋
と
も
に
銅
板
製
で
、
表
面
は
漆
黒
を
呈
し
て
い
る
が
、
表
面
に
は
鍍
金
の

痕
跡
が
あ
る
。

筒
身
は
高
さ
二
七
・
四
㌢
、
口
径
一
四
・
〇
㌢
、
底
径
一
三
・
八
㌢
で
、
〇
〇
・
八
㌢

前
後
の
均
一
な
厚
さ
の
二
枚
の
銅
板
を
湾
曲
さ
せ
て
、
合
わ
せ
目
を
鋲
留
め
し
て
い

る
。
鋲
の
頭
と
先
端
は
丁
寧
に
潰
さ
れ
て
い
て
、
視
認
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
六
か
所
を
留
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
底
に
は
円
筒
の
内
径
に
あ
わ
せ
て

製
作
さ
れ
た
厚
さ
一
㍉
の
円
板
を
落
と
し
込
ん
で
い
る
。
林
宏
一
は
底
板
の
四
方
に

爪
を
作
り
出
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
（
林
一
九
七
五
）
。
筒
身
口
縁
の
下
一
㌢

の
位
置
に
は
、
銅
製
金
具
一
対
を
装
着
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
棒
状
の
突
起
を
持
つ
、

一
・
一
×
一
・
一
㌢
前
後
の
舌
状
の
金
具
で
、
筒
身
に
穿
っ
た
小
孔
に
突
起
部
を
挿
入

し
て
、
鋲
留
め
と
同
じ
く
先
端
を
潰
し
て
固
定
し
て
い
る
。
舌
状
の
部
分
に
は
、
〇
・

三
×
〇
・
五
㌢
の
孔
が
あ
る
。

蓋
は
高
さ
二
・
七
五
㌢
、
径
一
四
・
一
㌢
で
あ
る
。
や
は
り
〇
〇
・
八
㌢
前
後
の
厚

さ
の
銅
板
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
、
中
央
部
を
山
形
に
盛
り
あ
げ
た
盛
蓋
の
形

式
で
、
筒
身
に
被
さ
る
。
蓋
の
口
縁
に
は
〇
・
二
×
〇
・
三
㌢
前
後
の
舌
状
の
張
出
し

が
造
り
出
さ
れ
て
い
て
、
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
筒
身
に
付
け
ら
れ
た
舌

状
の
金
具
に
対
応
す
る
位
置
に
あ
り
、
両
者
の
孔
に
紐
な
い
し
は
針
金
を
通
し
て
筒

身
と
蓋
を
緊
縛
す
る
た
め
の
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
は
孔
の
部

分
で
欠
失
し
て
い
る
。
筒
身
に
蓋
を
被
せ
た
総
高
は
二
九
・
八
㌢
で
あ
る
。
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筒
身
に
は
次
の
銘
が
あ
る
。

（
筒
身
）

奉
納　
　
　
　

妙
法
書
冩

　

妙
法
蓮
華
経

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

長
寛
元
年
大
歳

癸
未

十
月
十
三
日
甲午

　
　
　
　
　
　

 

工
匠
藤
原
守
道

　
　
　
　

大
勧
進
聖
人
僧
弁
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
縁
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
玄
久

　

　

　

　

　
　
　

僧
觀
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
定
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
陽
久

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

僧
定
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
尭
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
弁
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　

駈
仕
僧
藥
西

主
銘
文
は
鏨
に
よ
る
陰
刻
で
あ
る
。
そ
の
筆
法
は
流
麗
だ

が
、
字
配
り
を
誤
っ
た
ら
し
く
、
筒
身
を
一
周
し
て
も
収

ま
ら
ず
、
冒
頭
と
末
尾
が
上
下
に
重
複
す
る
位
置
に
あ
る
。

ま
た
、
主
銘
文
の
間
に
は
一
四
文
字
の
梵
字
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。
「
妙
法
蓮
華
経
」
に
続
く
位
置
に
は
、

（
バ

ク
・
釈
迦
）
・

（
ウ
ン
・
阿
閦
）
・

（
ユ
ウ
・
弥
勒
）
・

（
ア
・
大
日
）
・

（
マ
ン
・
文
殊
）
の
五
仏
、
結
縁
者

図２　Ａ号経筒（長寛元年銘）

0 10cm

横断面模式

銘

開
展

文
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名
の
上
部
に
は

（
キ
ャ
・
空
）・

（
カ
ン
・
風
）・

（
ラ
ン
・
火
）・

（
バ
ン
・

水
）・

（
ア
・
地
）
の
五
輪
が
そ
れ
ぞ
れ
一
行
で
表
さ
れ
、
そ
の
左
右
に

（
ヂ
リ
）・

（
ビ
）
、

（
ビ
）・

（
バ
イ
）
を
配
す
る
。
ヂ
リ
（
持
国
天
）・
ビ
（
広
目
天
）・

ビ
ー
（
増
長
天
）・
バ
イ
（
多
聞
天
）
の
四
天
王
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
一
文
字
誤
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
実
測
図
で
は
表
現
で
き
て
い
な
い
が
、
梵
字
は
す

べ
て
繊
細
な
蹴
彫
で
籠
字
に
さ
れ
て
い
る
。
「
旅
行
」
の
記
者
は
こ
の
梵
字
を
追
刻

と
み
な
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
原
銘
と
す
る
こ
と
に
配
置
、
筆
法
と
も
に
問
題
は
な

い
。な

お
、
「
百
草
松
連
寺
の
記
」
や
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
経
文
残
欠
の
存
在

を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
林
宏
一
に
よ
れ
ば
、
本
経
筒
に
は
古
い
桐
箱
が
付
属
し
、
蓋
裏
に
「
長
寛

之
年
号
有
之
、
法
華
奉
納
銅
筒
」
、
箱
側
面
に
「
長
寛
元
年
之
彫
字
有
之
、
願
主
弁
豪
、

法
華
經
、
元
禄
十
三
年
辰
三
月
、
二
王
塚
抔
掘
出
」
の
添
書
き
が
あ
る
と
報
告
し
て

い
る
（
林
一
九
七
五
）
。
こ
の
記
述
は
、
後
に
紹
介
す
る
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
の
内

容
と
一
致
す
る
。

Ｂ
号
経
筒

Ｂ
号
経
筒
も
奈
良
国
立
博
物
館
の
所
蔵
品
で
あ
る
（
図
４
）
。
蓋
を
伴
い
、
と
も

に
銅
板
製
で
あ
る
。
蓋
・
筒
身
と
も
に
鍍
金
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
緑
青
で
覆
わ

れ
、
錆
に
よ
り
荒
れ
た
部
分
も
あ
る
。

筒
身
は
高
さ
二
二
・
〇
㌢
、
口
径
一
一
・
八
㌢
、
底
径
一
二
・
一
㌢
で
、
〇
〇
・
八
㌢

前
後
の
均
一
な
厚
さ
の
銅
板
三
枚
を
鋲
留
め
し
て
い
る
。
鋲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
・
六
・

八
か
所
を
留
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
は
等
間
隔
で
は
な
い
。
底
板
は
径

一
一
・
八
㌢
、
厚
さ
一
㍉
の
円
板
を
入
れ
込
ん
で
い
る
。
筒
身
の
口
縁
端
部
は
、
蓋

を
被
せ
る
た
め
に
わ
ず
か
に
内
傾
し
て
い
る
。
ま
た
、
口
縁
の
下
〇
・
七
㌢
の
位
置

に
は
Ａ
号
と
同
様
の
舌
状
の
銅
製
金
具
が
付
い
て
い
る
。
〇
・
四
×
〇
・
五
㌢
の
孔
が

あ
け
ら
れ
た
一
・
二
×
〇
・
七
五
㌢
の
金
具
で
、
装
着
の
手
法
も
Ａ
号
と
同
じ
で
あ
る
。

図３　Ａ号経筒展開図

銘文展開0 10cm
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こ
の
金
具
は
一
つ
し
か
残
ら
な
い
が
、
お
お
む
ね
対
面
に
相
当
す
る
位
置

に
、
鋲
留
め
し
た
残
欠
が
あ
り
、
本
来
一
対
装
着
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

蓋
は
、
高
さ
一
・
二
㌢
、
径
一
二
・
一
㌢
で
、
天
井
が
わ
ず
か
に
膨
ら
ん

だ
被
せ
蓋
で
あ
る
。
厚
さ
は
〇
〇
・
八
㌢
前
後
で
あ
る
。
Ａ
号
と
同
じ
く
、

蓋
本
体
の
銅
板
か
ら
一
・
二
×
〇
・
四
五
㌢
前
後
の
舌
状
の
張
出
し
が
造
り

出
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
こ
の
突
起
は
、
筒
身
の

舌
状
金
具
に
対
応
す
る
位
置
に
あ
り
、
や
は
り
筒
身
と
蓋
を
緊
縛
す
る
た

め
の
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
筒
身
に
蓋
を
被
せ
た
総
高
は
二
二
・
六
㌢
で

あ
る
。

銘
は
、
筒
身
と
蓋
裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
筒
身
）

勧
進

　
　

僧
尭
尊

　
　

大
壇
主
藤
原
民

（
氏
）

　

高
橋
貞
列

　
　

永
萬
元
年
九
月
十
七
日
癸
亥

（
蓋
裏
）

「
大
勧
進
所
百
草
村

　
　
　
　

 
 

松
連
寺
」

こ
の
う
ち
、
「
藤
原
民4

」
の
刻
銘
は
、
「
民
氏
」
「
民
□
」
と
翻
刻
し
た
も

の
を
目
に
す
る
が
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
「
民
」
は
「
氏
」
の
異
体
字
と

理
解
し
、
藤
原
氏
を
意
図
し
た
刻
銘
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
癸

亥
ヵ
」
は
、
従
来
、
一
字
目
の
「
天
」
の
み
を
翻
刻
し
て
き
た
が
、
「
天
」

の
上
に
癸
の
異
体
字
の
一
・
二
画
が
あ
り
、
そ
の
下
に
亠
（
ナ
ベ
ブ
タ
）

を
確
認
で
き
る
。
永
万
元
年
九
月
十
七
日
は
癸
亥
で
あ
り
齟
齬
は
な
い
。

こ
れ
ら
筒
身
の
銘
に
対
し
て
、
蓋
裏
の
「
大
勧
進
所
百
草
村
／
松
連
寺
」

図４　Ｂ号経筒（永万元年銘）

0 10cm

裏

銘文展開

銘
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展
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の
刻
銘
は
浅
く
、
筆
者
（
刻
銘
者
）
は
異
な
る
と
み
て
よ
い
。
筒
身

と
蓋
に
共
通
す
る
「
勧
進
」
の
文
字
を
比
較
し
て
も
、
書
体
は
明
ら

か
に
異
な
り
、
錆
化
の
状
態
も
異
な
る
。
こ
の
点
は
早
く
「
旅
行
」

の
記
者
が
指
摘
し
て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
を
追
認
す
る
見
解
が
提
出
さ

れ
て
い
る
（
谷
一
九
七
五
）
。
ま
た
、
上
述
の
通
り
、
松
連
寺
の
開
山

は
元
禄
一
三
年
で
あ
り
、
「
百
草
村
」
の
呼
称
が
中
世
に
遡
る
と
も
考

え
に
く
い
。
こ
の
蓋
裏
銘
は
偽
銘
と
判
断
さ
れ
る
。

Ｃ
号
経
筒

Ｃ
号
は
奈
良
国
立
博
物
館
寄
託
資
料
（
図
５
）
。
筒
身
、
蓋
と
も
に

銅
鋳
製
で
あ
る
。

筒
身
は
高
さ
一
五
・
一
㌢
、
口
径
八
・
五
㌢
、
底
径
九
・
五
㌢
で
、
底

か
ら
上
方
に
向
か
う
に
従
い
わ
ず
か
に
す
ぼ
ま
り
、
口
縁
部
は
蓋
を

受
け
る
た
め
受
口
と
な
っ
て
い
る
。
製
作
技
法
は
、
筒
身
部
と
底
部

を
一
度
に
鋳
造
し
た
一
鋳
式
で
、
器
厚
は
〇
・
三
㌢
前
後
で
あ
る
。
外

底
部
の
中
央
に
あ
る
長
さ
三
・
九
㌢
、
幅
〇
・
三
～
四
㌢
の
〇
・
一
㌢
ほ

ど
の
突
起
が
湯
口
の
痕
跡
で
、
そ
の
端
部
に
は
鑢
目
が
残
っ
て
い
る
。

筒
身
外
面
の
中
程
の
高
さ
に
は
竹
の
節
の
よ
う
な
一
条
の
突
線
が
一

周
す
る
が
、
内
面
に
は
こ
れ
に
対
応
す
る
突
起
や
窪
み
は
認
め
ら
れ

な
い
。
こ
う
し
た
所
見
か
ら
す
る
と
、
鋳
型
の
内
型
は
一
体
だ
が
、

外
型
は
上
下
に
二
分
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、

口
縁
か
ら
三
㌢
ほ
ど
下
位
に
は
、
外
型
を
整
形
す
る
際
に
挽
板
を
回

転
さ
せ
た
筋
目
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
筒
身
内
面
に
は
経
巻
の
残

欠
と
み
ら
れ
る
紙
片
が
今
も
付
着
し
て
い
る
。

蓋
は
、
高
さ
一
・
二
㌢
、
径
九
・
七
㌢
の
平
蓋
に
、
高
さ
一
・
五
㌢
の

宝
珠
形
の
摘
み
が
付
け
た
被
せ
蓋
で
あ
る
。
摘
み
は
別
鋳
し
た
も
の

を
接
着
し
て
い
る
。
現
状
で
は
、
蓋
は
筒
身
に
完
全
に
は
被
さ
ら
な

図５　Ｃ号経筒

0 10cm

銘文展開
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い
が
、
銅
質
や
錆
化
の
状
態
か
ら
、
筒
身
に
伴
う
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
総
高
は

一
七
・
四
㌢
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

筒
身
に
は
「
日
本
幕
下
」
に
始
ま
る
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

（
筒
身
）

「
日
本
幕
下

　
　
　
　
　
　

一
宮
別
当

　
　
　
　
　
　
　
　

松
連
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
之

　

建
久
四
年

　
　
　

八
月
四
ヵ
日

　

承

　

□
□

　
　
　
　
　
　
　

祝

鈞
命
」

こ
の
う
ち
、
「
松
連
寺
」
は
、
Ｂ
号
の
蓋
裏
の
銘
と
同
じ
く
、
中
世
に
は
存
在
し
な

い
寺
名
で
あ
る
。
加
え
て
「
一
宮
別
当
／
松
連
寺
」
と
「
日
本
幕
下
」
以
下
の
全
銘

文
の
線
刻
は
、
直
線
的
で
稚
拙
な
点
で
共
通
す
る
。
「
一
宮
別
当
／
松
連
寺
」
の
み

を
追
刻
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
谷
一
九
七
五
）
が
、
「
旅
行
」
の
記
者
は
全
文
が
偽

銘
で
あ
る
こ
と
を
早
く
に
指
摘
し
て
い
る
。
表
面
の
錆
を
切
る
線
刻
が
観
察
さ
れ
る

点
も
、
刻
銘
が
新
し
い
こ
と
を
示
し
、
全
て
を
偽
銘
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
な

お
、
Ｃ
号
の
直
線
的
な
線
刻
銘
は
、
重
複
す
る
よ
う
な
線
刻
が
あ
る
ば
か
り
か
、
躊

躇
い
の
よ
う
な
刻
み
も
あ
る
。
湾
曲
し
た
筒
身
に
刻
む
方
が
難
し
い
と
は
い
え
、
Ｂ

号
蓋
裏
の
偽
銘
よ
り
も
は
る
か
に
稚
拙
で
あ
る
。
記
銘
内
容
は
近
似
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
別
人
に
よ
る
追
刻
と
推
測
す
る
。

こ
の
よ
う
な
偽
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
経
筒
そ
の
も
の
の
真
贋
も
問

わ
れ
る
が
、
一
鋳
式
経
筒
は
一
二
世
紀
の
東
日
本
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
技
法
・

形
態
で
あ
る
（
村
木
二
〇
〇
三
な
ど
）
。
ま
た
、
一
鋳
式
で
、
筒
身
中
程
に
節
の
よ

う
な
突
起
を
巡
ら
す
も
の
も
、
福
島
県
米
山
寺
経
塚
出
土
品
（
東
京
国
立
博
物
館

編
一
九
八
八
）
、
茨
城
県
門
毛
経
塚
出
土
品
（
阿
久
津
一
九
八
五
）
や
長
野
県
北

日
名
経
塚
出
土
品
（
東
京
国
立
博
物
館
編
二
〇
一
七
）
、
同
県
経
ヶ
峯
経
塚
出
土

品
（
森
嶋
一
九
八
一
）
、
新
潟
県
大
沢
経
塚
出
土
品
を
見
出
せ
る
。
さ
ら
に
、
筒
身

の
下
半
に
突
起
を
巡
ら
す
も
の
と
し
て
、
埼
玉
県
利
仁
神
社
経
塚
出
土
品
（
水
口

二
〇
〇
九
）
や
出
土
地
不
明
慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
品
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
赤
尾
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
村
木
二
〇
一
五
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
上
下
に
二
分
さ
れ
た

外
型
を
用
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
、
門
毛
経
塚
出
土
品
は
無
銘
だ
が
伴
出
遺
物
か
ら

一
二
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
、
米
山
寺
経
塚
出
土
品
は
陶
製
外
容
器
に
承
安
元
年

（
一
一
七
一
）
銘
が
あ
り
、
経
ヶ
峯
経
塚
出
土
品
は
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
銘
、

北
日
名
経
塚
出
土
品
は
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
銘
、
利
仁
神
社
経
塚
出
土
品
は
建

久
七
年
（
一
一
九
六
）
銘
を
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
類
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
分

布
は
散
在
的
だ
が
、
こ
れ
ら
が
一
二
世
紀
後
半
の
東
日
本
に
特
徴
的
な
作
例
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｃ
号
は
一
二
世
紀
後
半
に
東
日
本
で
製
作
さ
れ
た
経
筒
に
、

後
世
、
偽
銘
が
刻
ま
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
。

Ｄ
号
経
筒

Ｄ
号
は
、
『
多
波
の
土
産
』
に
写
生
図
（
図
６
）
が
あ
り
、
形
状
、
寸
法
、
銘
文

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
銅
製
と
い
う
が
、
銅
鋳
製
か
銅
板
製
か
は
判
断
で
き

な
い
。
た
だ
し
、
同
書
の
写
生
図
は
Ａ
・
Ｂ
号
と
次
に
紹
介
す
る
Ｅ
号
の
経
筒
で
は

輪
郭
を
線
描
し
た
う
え
で
、
薄
墨
で
陰
影
を
つ
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
Ｃ
号
と
Ｄ

号
は
輪
郭
を
線
描
し
た
う
え
で
、
器
面
に
点
描
を
施
し
て
い
る
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
号
の

う
ち
、
Ａ
・
Ｂ
号
は
銅
板
製
、
Ｃ
号
は
銅
鋳
製
で
あ
る
か
ら
、
Ｄ
号
の
描
写
は
銅
鋳

製
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
点
は
と
も
か
く
、
『
多
波
の
土
産
』
は
、
蓋
を
伴
う
経
筒
を
描
い
て
い
る
。

筒
身
の
高
さ
は
「
壱
尺
程
」
、
口
径
は
「
三
寸
五
分
」
と
注
記
が
あ
っ
て
、
百
草
経
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塚
で
は
最
大
の
高
さ
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
書
の
寸
法
記
載
は
現
存
す
る
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
号
と
も
に
一
致
し
な
い
の
で
、
参
考
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
注
目

さ
れ
る
の
は
、
筒
身
の
口
縁
に
一
対
の
「
ク
ワ
ン
」
が
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

針
金
を
丸
く
曲
げ
た
よ
う
な
描
写
か
ら
す
る
と
、
環
状
の
金
具
な
の
だ
ろ
う
。
実
は

本
書
で
は
、
舌
状
の
留
め
金
具
を
持
つ
Ａ
号
の
口
縁
に
も
小
さ
な
環
状
の
突
起
ら
し

き
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
き
さ
と
形
状
は
異
な
る
が
、
Ｄ
号
に
も
蓋
を
緊
縛
す

る
た
め
の
金
具
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
此
筒
ハ
す

べ
て
ハ
ダ
ニ
ル
リ
ノ
玉
大
イ
ニ
有
、
底
ニ
二
分
程
ノ
ル
リ
色
ノ
玉
ア
リ
、
い
た
っ
て

光
リ
有
、
文
字
形
切
彫
リ
、
誠
と
の
古
物
也
、
千
年
ハ
□
十
逢
の
如
し
」
の
注
記
も

あ
る
。
器
面
に
あ
る
と
い
う
瑠
璃
の
玉
は
理
解
に
苦
し
む
も
の
の
、
Ｃ
号
経
筒
の
筒

身
内
壁
に
は
球
状
の
光
沢
の
あ
る
錆
を
確
認
で
き
る
か
ら
、
同
様
の
錆
が
瑠
璃
の
玉

と
表
現
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
Ｄ
号
が
銅
鋳
製
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
Ｄ
号
を
経
筒

と
み
る
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
筒
身
に
は
「
弘
仁
九
年
酉
二
月
／
大
勧
進
所
」
の
銘
が
あ
る
と
い
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
経
塚
の
造
営
は
一
〇
世
紀
末
以
降
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
弘
仁

九
年
（
八
一
八
）
銘
は
あ
り
得
な
い
。
「
大
勧
進
所
」
の
銘
が
Ｂ
号
蓋
裏
銘
と
共
通

す
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
銘
文
は
偽
名
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
現
存
し
な
い
た
め

明
ら
か
に
で
き
な
い
点
は
多
い
が
、
Ｄ
号
は
一
二
世
紀
頃
の
経
筒
に
追
刻
さ
れ
た
も

の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

な
お
、「
旅
行
」
の
参
加
者
た
ち
も
こ
の
経
筒
を
観
察
し
て
い
て
、
記
者
は
「
経
筒
は
、

全
く
土
中
出
現
の
も
の
に
相
違
な
き
も
、
弘
仁
九
年
丁
酉
二
月
大
勧
進
所
の
十
二
字

を
細
く
二
重
に
追
刻
」
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

Ｅ
号
経
筒

Ｅ
号
も
、
写
生
図
に
よ
り
形
状
、
寸
法
、
銘
文
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
図

６
）
。
銀
製
で
、
「
八
葉
」
座
を
持
つ
摘
み
を
付
け
た
蓋
を
伴
う
経
筒
で
あ
る
。
筒
身

は
高
さ
「
六
寸
五
分
」
、
口
径
「
二
寸
」
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
細
身
で
あ
る
。
筒

身
に
は
「
奉
納
／
仁
治
二
二
年
大
夕中

三
月
四
日
／
信
心
施
主
□
元

（
カ
）

阿
弥
陀
佛
／
願
主

聖
人
祐
氏
□
白
」
と
判
読
で
き
る
銘
が
あ
る
。

俄
に
信
じ
が
た
い
の
は
、
銀
製
と
い
う
材
質
で
あ
る
。
推
測
さ
れ
る
の
は
、
錫
の

含
有
量
の
多
い
銅
鋳
製
で
あ
ろ
う
か
。
百
草
経
塚
に
近
い
八
王
子
市
白
山
神
社
経
塚

出
土
の
一
口
は
、
銅
鋳
製
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
筒
身
は
轆
轤
で
き
わ
め
て
薄
く
削

ら
れ
、
そ
の
表
面
は
銀
色
の
輝
き
を
残
し
て
い
る
（
深
澤
二
〇
一
五
）
。
こ
の
よ
う

に
銀
色
に
見
え
る
も
の
を
銀
製
と
誤
認
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
八
葉
座
の
摘

み
を
持
つ
蓋
も
東
国
で
は
稀
な
も
の
の
、
静
岡
県
三
明
寺
経
塚
出
土
品
の
よ
う
に
例

図６　『多波の土産』所載のＤ・Ｅ号経筒
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が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
材
質
は
と
も
か
く
と
し
て
、
Ｅ
号
を
経
筒
と
み
な
す
こ
と

に
問
題
は
な
か
ろ
う
。
想
像
に
過
ぎ
な
い
が
、
製
作
地
は
東
国
で
は
な
く
、
京
の
周

辺
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
銘
文
を
み
よ
う
。
筒
身
銘
の
う
ち
、
「
大
夕中

」
は
仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）

の
干
支
で
あ
る
「
癸
卯
」
、
文
末
の
「
□
白
」
は
「
敬
白
」
と
推
測
す
る
。
一
三
世

紀
前
半
は
経
塚
造
営
の
盛
期
は
過
ぎ
て
い
る
と
は
い
え
、
あ
り
得
な
い
年
代
で
は
な

い
。
た
だ
、
経
筒
に
一
次
的
に
伴
う
か
、
つ
ま
り
原
銘
と
み
な
し
て
よ
い
か
の
判
断

は
難
し
い
。

こ
う
し
た
不
安
材
料
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
経
筒
の
年
代
は
一
二
世
紀
後
半
～
一
三

世
紀
前
半
と
幅
広
く
捉
え
て
お
き
た
い
。

以
上
み
た
よ
う
に
、
か
つ
て
松
連
寺
に
は
、
現
存
す
る
三
口
と
今
は
亡
き
二
口
、

計
五
口
の
経
筒
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
紀
年
銘
及
び
経
筒
の
形
態
・
製
作
技
法
か

ら
、
一
二
世
紀
後
半
に
位
置
付
け
ら
れ
る
経
筒
が
多
く
、
一
口
（
Ｅ
号
）
に
つ
い
て

は
一
三
世
紀
前
半
に
降
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
経
塚
は
継
続
的

に
造
営
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
14

。

（
三
）
経
塚
の
発
見

右
に
み
た
経
塚
遺
物
の
発
見
に
関
す
る
諸
情
報
は
、
地
誌
や
紀
行
文
そ
し
て
縁
起

の
記
載
が
頼
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
記
載
に
は
異
同
が
少
な
く
な
い
。

ま
ず
は
、
ほ
と
ん
ど
の
史
料
が
取
り
上
げ
る
Ａ
～
Ｃ
号
経
筒
と
こ
れ
に
伴
う
遺
物

の
出
土
年
と
出
土
地
か
ら
俎
上
に
の
せ
て
み
よ
う
。

出
土
年
に
つ
い
て
は
、
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
と
、
正
徳
年
間
（
一
七
一
一

～
一
六
）
の
二
説
が
あ
る
15

。
こ
の
違
い
は
、
「
伝
紀
」
（
元
禄
一
三
年
説
）
と
「
古

縁
起
」
（
正
徳
年
間
説
）
の
ど
ち
ら
を
典
拠
に
し
た
か
に
よ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、

元
禄
一
四
年
成
立
の
「
伝
紀
」
に
経
筒
な
ど
の
発
見
が
明
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
正

徳
年
間
説
は
退
け
ら
れ
る
と
思
う
。
と
は
い
え
、
「
伝
紀
」
も
単
に
縁
起
を
制
作
す

る
う
え
で
都
合
の
良
い
年
を
選
ん
で
い
る
可
能
性
を
捨
て
き
れ
ず
、
正
確
な
情
報
を

伝
え
て
い
る
保
証
は
な
い
。
ひ
と
ま
ず
、
発
見
の
年
は
元
禄
一
四
年
の
「
伝
紀
」
成

立
以
前
と
み
て
お
く
。

出
土
地
に
つ
い
て
は
、
「
伝
紀
」
は
、
作
者
で
あ
る
亀
光
鑑
の
「
夢
ニ
随
ヒ
気
ニ

随
ヒ
テ
此
ヲ
穿
チ
彼
ヲ
掘
」
っ
た
結
果
、
最
初
に
神
社
の
背
後
で
石
清
水
八
幡
の
土

を
納
め
た
磁
器
を
掘
り
出
し
、
そ
の
後
、
鏡
、
千
手
観
音
像
、
短
刀
、
経
筒
、
磁
器
・

仏
具
な
ど
を
得
た
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
磁
器
以
外
の
出
土
地
は
神
社
背
後
以

外
の
地
点
と
も
読
め
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
多
く
の
地
誌
、
紀
行
文
、
縁
起
類
は
、
二
王
塚
出
土
と
し
て
い
る
。
な

か
で
も
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
は
、
松
連
寺
を
描
い
た
鳥
瞰
図
（
図
７
）
に
、
「
銅
筒

モ
此
所
ヨ
リ
堀
出
ス
」
の
文
字
を
二
王
門
跡
西
方
の
丘
陵
尾
根
上
に
書
き
入
れ
て
い

て
、
具
体
的
な
場
所
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
三
月
一
二
日
と
発

見
の
月
日
を
明
記
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
元
禄
一
三
年
二
月
二
三
日
に
は
村
内
荒

原
の
塚
か
ら
鉄
刀
、
鉄
鍔
、
鉄
鏃
16

、
同
一
四
年
春
に
は
再
び
二
王
塚
か
ら
鉄
鏃
、

玉
、
轡
、
武
具
、
同
一
五
年
八
月
四
日
に
は
境
内
の
古
松
の
根
元
か
ら
板
碑
、
文
化

一
二
年
一
二
月
三
日
に
は
境
内
西
側
で
古
瓦
、
木
像
が
出
土
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
前
述
の
鳥
瞰
図
に
は
、
建
長
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
鉄
刀
の
出
土
地
も
明
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
詳
細
な
記
述
か
ら
す
る
と
、
拠
る
べ
き
記
録
が
存
在
し
た
と
考
え

て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
に
よ
れ
ば
元
禄
一
三

～
一
四
年
に
か
け
て
都
合
三
度
に
わ
た
っ
て
発
掘
品
を
得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
此

ヲ
穿
チ
彼
ヲ
掘
」
っ
た
と
い
う
「
伝
紀
」
の
記
述
に
符
号
す
る
と
み
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
百
草
経
塚
の
発
見
に
関
す
る
諸
情
報
は
、『
武
蔵
名
勝
図
会
』

の
記
載
に
一
定
の
信
を
置
く
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
経
塚
の
発
見
は
元
禄
一
三
年
、

二
王
塚
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
い
。

な
お
「
伝
紀
」
は
、
亀
光
鑑
が
神
意
に
よ
っ
て
松
連
寺
に
移
住
し
、
霊
夢
に
従
っ
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て
発
掘
し
た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
宝
物
を
得
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
荒

唐
無
稽
だ
が
、
寺
院
開
創
を
間
近
に
控
え
、
開
発
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
推
測
さ
せ
る
。

と
こ
ろ
で
、
諸
史
料
の
な
か
で
最
も
古
い
年
紀
を
持
つ
の
は
「
由
来
記
」
で
あ

る
。
実
は
、
「
由
来
記
」
は
経
塚
の
発
見
に
も
経
塚
遺
物
の
存
在
に
も
言
及
し
て
い

な
い
の
だ
が
、
経
筒
銘
や
百
草
八
幡
神
社
所
蔵
の
建
久
二
年
阿
弥
陀
如
来
坐
像
銘
に

み
え
る
僧
侶
を
松
連
寺
住
職
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
経
筒

の
一
口
（
Ａ
号
）
は
慶
長
一
五
年
以
前
に
出
土
し
て
い
た
可
能
性
が
生
じ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
「
由
来
記
」
を
収
録
し
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
で
す
ら
、
こ
の
点

に
は
触
れ
て
い
な
い
。
近
年
、
こ
の
記
述
を
も
と
に
、
松
連
寺
は
中
世
に
存
在
し

た
と
判
断
し
、
真
慈
悲
寺
の
塔
頭
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
上
野

二
〇
一
〇
）
が
、
経
筒
銘
や
造
像
銘
に
み
え
る
僧
侶
と
「
由
来
記
」
の
住
職
の
一
致

は
、
む
し
ろ
経
筒
銘
や
造
像
銘
を
利
用
し
て
創
作
さ
れ
た
縁
起
で
あ
る
こ
と
を
推
測

さ
せ
る
。
「
伝
紀
」
や
「
縁
起
」
が
と
も
に
前
九
年
の
役
の
戦
勝
祈
願
よ
り
説
き
起

こ
す
の
に
対
し
て
、「
由
来
記
」
が
天
平
期
の
建
立
を
付
加
し
て
い
る
点
も
、
か
え
っ

て
成
立
の
新
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
、
同
じ
く
天
平
期
の
創
立
を
説

く
「
碑
」
の
建
立
が
文
政
一
三
年
に
降
る
点
も
、
こ
の
考
え
を
支
持
し
よ
う
。
「
由

来
記
」
の
成
立
年
に
つ
い
て
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
り
、
慶
長
一
五
年
以
前
の
出

土
は
退
け
て
よ
い
と
思
う
。

さ
て
、
少
な
く
と
も
Ａ
～
Ｃ
号
経
筒
を
は
じ
め
と
す
る
経
塚
遺
物
は
、
「
二
王
塚
」

の
出
土
と
判
断
し
た
。
こ
の
二
王
塚
は
武
蔵
国
多
摩
郡
小
宮
領
百
草
村
の
小
名
「
二

王
塚
」
と
し
て
確
認
で
き
る
。
百
草
村
は
東
京
都
日
野
市
百
草
に
そ
の
名
を
残
し
、

東
流
す
る
多
摩
川
の
右
岸
に
あ
り
、
そ
の
支
流
で
あ
る
大
栗
川
と
の
合
流
点
を
控
え
、

両
河
川
に
挟
ま
れ
た
百
草
丘
陵
に
形
成
さ
れ
た
村
で
あ
る
。
そ
し
て
「
二
王
塚
」
は
、

『
武
蔵
名
勝
図
会
』
の
鳥
瞰
図
に
よ
れ
ば
、
松
連
寺
や
百
草
八
幡
神
社
の
あ
る
谷
の

出
口
近
く
の
丘
陵
頂
部
に
所
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
７
）
。
元
禄
二
年
の
「
百

図７　『武蔵名勝図会』に描かれた松連寺



14

草
村
田
畑
屋
敷
検
地
帳
」
で
も
「
仁
王
塚
」
と
し
て
確
認
で
き
（
峰
岸
一
九
九
六
）
、

中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
地
名
の
可
能
性
は
高
く
、
仁
王
門
の
存
在
に
因
む
と
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
は
「
左
右
に
塚
あ
り
」
と
二
基
の
塚
が
存
在
し
た

こ
と
を
記
し
、
『
皇
国
地
誌
』
（
日
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
一
九
九
一
）
で
は
二
基

の
塚
は
六
間
を
隔
て
て
い
て
、
と
も
に
高
さ
六
尺
、
周
囲
一
二
間
で
あ
っ
た
と
い
う

か
ら
、
か
な
り
の
規
模
の
塚
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
近
代
に
は
字
「
ニ
オ
ウ
ヅ

カ
」
と
し
て
継
承
さ
れ
、
松
連
寺
か
ら
東
へ
延
び
る
真
堂
が
谷
戸
の
北
側
の
尾
根
の

突
端
に
あ
た
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
百
草
丘
陵
東
端
の
高
ま
り
に
あ
た
り
、
標
高

約
九
七
㍍
、
丘
陵
下
は
約
五
七
㍍
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
比
高
は
四
〇
㍍
で
あ
る
。

な
お
、
日
野
市
で
は
、
経
塚
推
定
地
を
仁
王
塚
、
こ
れ
を
含
む
旧
松
連
寺
境
内
、

百
草
八
幡
神
社
境
内
に
及
ぶ
百
草
丘
陵
の
広
い
範
囲
を
仁
王
塚
遺
跡
と
し
て
遺
跡
地

図
に
搭
載
し
て
い
る
。
仁
王
塚
遺
跡
は
一
部
で
宅
地
化
が
進
む
も
の
の
、
仁
王
塚
を

含
む
南
東
部
が
東
電
学
園
17

の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
日
野
市
の
緑
地
保
全

重
点
地
区
に
指
定
さ
れ
、
遺
跡
の
大
半
は
保
護
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
塚
の
存
在
が

推
定
さ
れ
る
丘
陵
の
頂
部
は
す
で
に
削
平
さ
れ
て
い
る
。

日
野
市
教
育
委
員
会
で
は
二
〇
一
五
年
に
経
塚
遺
構
の
探
査
を
行
い
、
大
栗
川
を

望
む
南
東
向
き
の
緩
斜
面
で
人
頭
大
の
河
原
石
の
集
積
を
発
掘
し
て
い
る
（
日
野
市

郷
土
資
料
館
二
〇
一
七
）
。
残
念
な
が
ら
、
経
塚
遺
物
は
も
ち
ろ
ん
、
年
代
を
示
唆

す
る
遺
物
の
出
土
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
断
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
状
況
的

に
経
筒
を
埋
納
し
た
石
室
の
残
骸
の
可
能
性
が
高
い
。
仁
王
塚
で
の
経
筒
の
出
土
を

裏
付
け
る
成
果
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。

続
い
て
、
Ｄ
・
Ｅ
号
経
筒
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
『
多
波
の
土
産
』
に
は
発
見

に
関
す
る
情
報
の
記
載
は
な
く
、
「
碑
」
も
五
口
の
経
筒
が
出
土
し
た
こ
と
を
伝
え

る
の
み
で
、
出
土
地
点
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
。
発
見
年
に
つ
い
て
も
詳
ら
か
に

し
え
な
い
が
、
同
書
の
成
立
か
ら
す
る
と
、
文
政
一
一
年
八
月
に
は
出
土
し
て
い
た

こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
同
書
以
外
に
近
世
の
記
録
が
な
い
こ
と
か
ら
す

る
と
、
発
見
の
経
緯
や
所
蔵
者
が
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
号
の
三
口
と
は
異
な
っ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
多
摩
地
方
の
調
査
記
録
で

あ
る
『
郊
遊
漫
録
』
に
よ
れ
ば
、
斎
藤
幸
孝
は
経
筒
な
ど
の
宝
物
を
実
見
し
て
い
な
い
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
多
摩
郡
域
の
調
査
開
始
は
文
化
一
一
年
、
『
武
蔵
名
勝
図

会
』
も
同
時
で
あ
る
か
ら
、『
多
波
の
土
産
』
の
成
立
と
の
差
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
成
立
の
百
草
村
の
『
皇
国
地
誌
』
に

も
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
号
の
三
口
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
地
誌
の
調
査
者
や
紀

行
文
の
作
者
は
、
Ｄ
・
Ｅ
号
経
筒
に
不
審
な
点
を
見
出
し
敢
え
て
記
載
し
な
か
っ
た

か
、
あ
る
い
は
偽
物
扱
い
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
所
蔵
者
自
ら
が
展
覧
を
控
え
た

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
判
断
し
か
ね
る
。

な
お
、
明
治
期
に
入
る
と
、
経
塚
研
究
も
次
第
に
軌
道
に
乗
る
（
高
橋
一
九
〇
七

な
ど
）
。
こ
う
し
た
動
き
と
前
後
し
て
、
考
古
学
的
な
調
査
や
、
遺
物
の
観
察
記
録

も
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
百
草
経
塚
出
土
の
経
筒
に
関
し
て
は
、
一
九
〇
一
年
に

刊
行
さ
れ
た
水
越
正
義
の
紹
介
を
嚆
矢
と
し
（
水
越
一
九
〇
一
）
、
こ
れ
を
受
け
た

見
学
記
「
考
古
的
探
検
旅
行
」
（
（
記
者
）
一
九
〇
一
）
が
あ
る
。
「
旅
行
」
の
筆
者

は
「
記
者
」
と
の
み
あ
っ
て
不
明
だ
が
、
中
山
笑
の
ほ
か
、
根
岸
武
香
、
和
田
千
吉

な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
同
行
し
て
い
て
、
経
筒
と
そ
の
銘
文
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
水
越
は
、
Ａ
～
Ｃ
・
Ｅ
号
の
四
口
を
松
連
寺
廃
寺
後
に
開
設
さ
れ
た
百
草

園
の
茶
店
で
実
見
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
旅
行
」
の
参
加
者
た
ち
は
Ａ
～
Ｃ
号

を
高
幡
山
金
剛
寺
、
Ｄ
号
を
廃
寺
近
く
の
茶
店
で
見
学
し
て
い
る
。
同
じ
一
九
〇
一

年
の
探
訪
だ
が
、
わ
ず
か
な
間
に
Ａ
～
Ｃ
号
の
三
口
は
所
在
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
結
果
的
に
、
金
剛
寺
に
移
さ
れ
た
三
口
は
現
存
し
、
Ｄ
・
Ｅ
号
の
二
口
は
所

在
不
明
と
な
っ
て
し
ま
う
。
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（
四
）
偽
銘
の
契
機

経
塚
の
造
営
に
直
結
す
る
課
題
で
は
な
い
が
、
付
言
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

経
筒
に
認
め
ら
れ
た
偽
銘
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
契
機
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
五
口
の
経
筒
の
う
ち
、
Ｂ
号
の
蓋
と
Ｃ
号
の
筒
身
に
は
偽
銘
が
認
め
ら
れ
、

現
在
存
在
を
確
認
で
き
な
い
Ｄ
号
の
筒
身
銘
は
明
ら
か
な
偽
銘
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
Ｃ
号
の
偽
銘
の
う
ち
、
筒
身
の
「
日
本
幕
下
」
銘
は
、
元
禄
一
四
年
作
成

の
「
伝
紀
」
に
す
で
に
見
え
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
Ｃ
号
筒
身
の
偽
銘
は
発
掘
後
す

ぐ
さ
ま
行
わ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
「
日
本
幕
下
」
は
頼
朝
を
指
す
右

幕
下
を
意
識
し
た
用
語
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
頼
朝
と
の
由
緒
を
語
る
た
め
に
刻
ま
れ

た
の
で
あ
り
、
伝
記
の
記
述
内
容
か
ら
し
て
そ
の
制
作
と
密
接
に
関
係
し
て
行
わ
れ

た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
Ｂ
号
蓋
の
「
百
草
村
大
勧
進
所
松
連
寺
」
、
Ｃ
号
筒
身
の
「
一
宮
別
当
松
連
寺
」

の
偽
銘
の
う
ち
、
「
松
連
寺
」
は
両
者
に
共
通
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
筆

者
は
異
な
る
と
み
る
べ
き
だ
が
、
と
も
に
松
連
寺
が
開
山
さ
れ
た
元
禄
一
三
年
以
降

の
刻
銘
で
あ
る
。

現
存
し
な
い
Ｄ
号
の
偽
銘
は
、
書
体
を
参
考
に
で
き
な
い
憾
み
が
あ
る
が
、
本
邦

最
古
の
経
塚
造
営
を
さ
か
の
ぼ
る
「
弘
仁
九
年
」
と
い
う
年
紀
を
刻
ん
で
い
る
点
が

手
掛
か
り
に
な
る
。
「
伝
紀
」
は
八
幡
宮
の
由
緒
を
源
頼
義
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た

康
平
五
年
（
一
〇
六
一
）
に
、
「
縁
起
」
は
八
幡
宮
と
松
連
寺
の
由
緒
を
同
じ
く
康

平
五
年
に
求
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
由
来
記
」
の
み
が
松
連
寺
の
草
創
を
聖
武
朝

か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
慶
長
一
五
年
と
い

う
「
由
来
記
」
の
成
立
に
は
疑
問
が
あ
り
、
記
述
内
容
か
ら
す
れ
ば
「
縁
起
」
の
成

立
よ
り
遅
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｄ
号
の
偽
銘
は
、
「
由
来
記
」
制

作
と
関
連
す
る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
よ
り
も
遅
れ
て
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
百
草
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
改
竄
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
。
『
百
草
松

連
寺
の
記
』
に
よ
れ
ば
、
松
連
寺
に
は
文
化
一
二
年
に
出
土
し
た
「
大
同
二
年
」
「
天

長
二
」
「
仁
和
二
年
十
一
月
日
」
の
銘
が
あ
る
三
基
の
板
碑
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。

類
似
し
た
記
載
は
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
に
も
あ
り
、
こ
ち
ら
で
は
元
禄
一
五
年
、
台

風
で
倒
れ
た
古
松
の
根
元
よ
り
、
「
大
同
二
年
」
と
「
〇
永
二
年
八
月
」
の
碑
が
見

つ
か
っ
た
と
い
う
。
武
蔵
型
板
碑
の
出
現
は
一
三
世
紀
前
葉
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

大
同
二
年
（
八
〇
七
）
、
天
長
二
年
（
八
二
五
）
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に
板
碑
が

存
在
す
る
わ
け
が
な
い
。

板
碑
そ
の
も
の
の
捏
造
す
ら
想
定
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
、

こ
の
う
ち
の
一
基
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
松
連
寺
跡
に
相
当
す
る
京
王
百
草
園
内
の

発
掘
調
査
の
際
に
、
松
連
庵
と
呼
ば
れ
る
建
物
の
床
下
か
ら
見
出
さ
れ
た
板
碑
八
基

の
う
ち
の
一
基
に
「
仁
和
二
年
十
一
月
日
」
の
銘
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
最
古
の
紀
年
銘
板
碑
が
発
見
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
仁
和
」
の
銘
は
「
正
和
」

を
改
刻
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
日
野
市
遺
跡
調
査
会
編

一
九
九
三
）
。
つ
ま
り
、
松
連
寺
で
所
蔵
し
て
い
た
、
と
て
つ
も
な
く
古
い
紀
年
銘

を
持
つ
と
い
う
板
碑
は
、
中
世
の
板
碑
を
改
竄
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
う
ぜ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
改
竄
は
松
連
寺
の
歴
史
を
よ
り
古
く
み
せ
よ
う

と
す
る
作
為
だ
か
ら
、
そ
の
主
体
が
松
連
寺
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
こ

れ
ら
板
碑
も
ま
た
、
Ｄ
号
の
偽
銘
と
同
じ
く
、
「
由
来
記
」
の
制
作
に
伴
う
か
、
こ

れ
に
遅
れ
て
な
さ
れ
た
改
竄
と
推
測
さ
れ
よ
う
18

。

二 

百
草
経
塚
の
検
討

（
一
）
百
草
経
塚
の
位
置
付
け

こ
こ
ま
で
現
存
三
口
と
、
今
は
亡
き
二
口
の
経
筒
な
ど
を
紹
介
し
て
き
た
。
一
部

の
経
筒
に
は
偽
銘
も
あ
っ
て
単
純
で
は
な
い
が
、
五
口
の
経
筒
は
い
ず
れ
も
一
二
世
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紀
後
半
を
前
後
す
る
製
品
と
判
断
し
た
。
こ
れ
ら
経
筒
を
中
心
に
経
塚
遺
物
を
改
め

て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
は
、
武
蔵
や
東
国
の
経
塚
遺
物
と
の
対
比
か
ら
百
草
経
塚
の
位
置
を
探
っ
て

み
よ
う
。

経
塚
の
造
営
に
は
様
々
な
作
法
が
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
相
応
の
費
用
を
要

し
た
は
ず
で
あ
る
。
経
筒
に
収
め
ら
れ
た
経
典
は
、
法
華
経
八
巻
が
一
般
的
で
、
こ

れ
に
観
普
賢
経
と
無
量
義
経
を
合
わ
せ
た
一
〇
巻
の
場
合
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ボ

リ
ュ
ウ
ー
ム
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
料
紙
の
大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ

り
、
そ
れ
は
経
筒
の
大
き
さ
（
高
さ
）
を
規
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
き
な
経
筒

は
、
経
筒
の
製
作
費
用
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
経
典
の
グ
レ
ー
ド
を
も
、

あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

武
蔵
国
内
で
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
一
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
の
経

塚
は
一
五
か
所
あ
り
、
三
二
口
の
金
属
製
経
筒
と
瓦
製
経
筒
が
確
認
さ
れ

て
い
る
（
図
８
）
。
紀
年
銘
を
持
つ
も
の
で
は
埼
玉
県
平
沢
寺
経
塚
が
最

古
で
、
一
二
世
紀
後
半
代
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
無
紀
年
銘
の
場
合

も
伴
出
遺
物
か
ら
す
る
と
こ
の
年
代
に
収
ま
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
考
え

ら
れ
る
。
一
瞥
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
経
筒
の
大
き
さ
は
高
さ
一
五
～

二
三
㌢
の
も
の
が
多
く
、
二
五
㌢
を
超
す
大
型
品
は
稀
で
あ
る
。

現
存
三
口
に
加
え
て
、
失
わ
れ
た
二
口
も
お
お
よ
そ
の
寸
法
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
百
草
経
塚
で
は
、
百
草
Ａ
号
が
二
五
㌢
を
超
え
、
Ｅ
号
も
そ

の
可
能
性
が
あ
り
、
武
蔵
に
お
い
て
は
最
大
級
の
経
筒
で
あ
る
。
相
応
の

埋
経
供
養
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

経
塚
の
優
位
性
は
、
現
存
し
な
い
と
は
い
え
、
和
鏡
、
白
磁
合
子
、
六
器
、

短
刀
が
副
納
さ
れ
て
い
た
点
に
も
表
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
経
塚
に
通
有

の
副
納
品
で
あ
り
、
そ
れ
は
東
国
そ
し
て
武
蔵
で
も
例
外
で
は
な
い
が
、

至
近
に
あ
る
龍
見
寺
裏
経
塚
（
八
王
子
市
）
や
落
合
経
塚
（
多
摩
市
）
は

近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
副
納
品
は
一
切
な
か
っ

た
。
同
じ
く
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
大
丸
経
塚
（
稲
城
市
）
の
場
合
も
、
和
鏡
一

面
を
出
土
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
百
草
経
塚
は
豊
か
な
副
納
品
を
も
つ
と
い
っ
て
よ
い
。

副
納
品
の
な
か
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
多
数
の
短
刀
で
あ
る
。
『
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
』
は
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
短
刀
は
二
口
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
「
コ
ノ
古
刀
ハ
経
筒
ノ
メ
ク
リ
ニ
タ
テ
ゝ
埋
メ
ア
リ
シ
ト
云
、
ハ
シ
メ
掘
出
セ

シ
時
ハ
ソ
ノ
数
百
ア
リ
シ
カ
」
と
記
し
て
い
る
。
本
数
に
誇
張
が
あ
る
と
し
て
も
、

経
筒
の
周
囲
に
短
刀
を
立
て
並
べ
る
と
い
う
状
況
は
経
典
を
護
持
す
る
強
い
意
識
を

う
か
が
わ
せ
興
味
深
い
。
ま
た
、
外
容
器
と
思
し
き
陶
器
も
出
土
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
こ
こ
に
も
百
草
経
塚
の
高
い
優
位
性
を
看
取
で
き
る
と
思
う
。

供
養
の
場
の
規
模
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
百
草
経
塚
で
は
都
合
五
口
の

筒身径（mm）
20015010050
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200
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300

350

筒
身
高

（mm）

百草 A

百草 B

百草 C

（百草D）

（百草 E）

実相寺

白山 A

白山 C

白山 D

白山 B

落合

大丸 A

大丸 B

龍見寺裏山

龍見寺 A･B

平沢寺

妻沼 A

利仁神社 A

薬師堂山

妻沼 B

大山

狭間 A～ E

×

×

利仁神社 B

利仁神社 C

利仁神社D

利仁神社 F

利仁神社 E

銅鋳製
銅板製
銅製技法不明
鉄製
瓦製

×

※瓦製は内寸

※百草D・Eは参考値

図８　武蔵出土経筒の寸法
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経
筒
が
出
土
し
て
い
る
。
偽
銘
と
判
断
し
た
Ｃ
号
お
よ
び
失
わ
れ
た
Ｄ
・
Ｅ
号
に
つ

い
て
は
年
紀
不
明
の
た
め
厳
密
さ
を
欠
く
が
、
少
な
く
と
も
五
回
に
わ
た
っ
て
経
典

埋
納
の
供
養
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

武
蔵
で
複
数
の
経
筒
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
七
か
所
で
、
妻
沼
経
塚
（
熊
谷
市
）

で
二
口
、
利
仁
神
社
経
塚
（
東
松
山
市
）
で
六
口
、
狭
間
経
塚
（
足
立
区
）
で
五
口
、

大
丸
経
塚
で
二
口
、
白
山
経
塚
（
八
王
子
市
）
で
四
口
、
宇
津
木
台
遺
跡
Ｅ
地
区
（
八

王
子
市
）
二
口
、
龍
見
寺
経
塚
で
四
口
で
あ
る
か
ら
、
百
草
経
塚
は
利
仁
経
塚
に
次

ぎ
、
狭
間
経
塚
に
並
ぶ
数
の
経
筒
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経

塚
で
未
発
見
の
経
筒
が
存
在
す
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
百
草
で
は
一
二
世
紀
後

半
を
前
後
す
る
数
十
年
間
に
経
塚
の
造
営
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
規
模

は
武
蔵
屈
指
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

再
び
経
筒
に
目
を
向
け
れ
ば
、
個
性
的
な
特
徴
を
持
つ
製
品
が
少
な
く
な
い
こ
と

に
も
気
付
く
。

そ
の
最
た
る
も
の
が
、
Ａ
・
Ｂ
号
経
筒
に
付
く
舌
状
の
留
め
具
で
あ
る
。
こ
の
留

め
具
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
林
宏
一
が
詳
し
く
取
り
上
げ
、
類
例
の
提
示
も
行
っ
て

い
て
、
百
草
Ａ
号
経
筒
に
も
名
を
刻
む
「
藤
原
守
道
」
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
林
一
九
七
五
）
。
守
道
制
作
の
経
筒
に
つ
い
て
は
次
節

で
触
れ
る
が
、
百
草
Ａ
・
Ｂ
号
経
筒
が
武
蔵
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い

あ
る
ま
い
。
ま
た
、
筒
身
に
竹
の
節
の
よ
う
な
突
線
を
持
つ
Ｃ
号
経
筒
は
、
前
述
の

通
り
東
国
の
製
品
と
み
て
よ
い
。

一
方
、
Ｅ
号
経
筒
は
、
銅
鋳
製
の
筒
身
を
轆
轤
で
薄
く
削
り
上
げ
た
た
も
の
と
推

測
し
た
。
蓋
に
八
葉
座
の
摘
み
有
す
る
点
も
含
め
て
、
東
国
で
の
類
例
は
少
な
い
。

失
わ
れ
て
い
る
た
め
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
Ｅ
号
経
筒
は
近
畿
地
方
の
製
品
で
は

な
か
ろ
う
か
。
檀
越
な
い
し
勧
進
僧
た
ち
の
近
畿
地
方
と
の
結
び
付
き
が
想
定
さ
れ

る
。

（
二
）
藤
原
守
道
の
経
筒

長
寛
元
年
銘
の
百
草
Ａ
号
経
筒
が
藤
原
守
道
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
刻
銘

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
Ａ
号
経
筒
は
、
筒
身
と
蓋
に
舌
状
の
留
め
金

具
を
備
え
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
Ａ
号
の
二
年
後
の
永
万
元
年
銘
の
百

草
Ｂ
号
経
筒
も
同
様
の
留
め
金
具
を
備
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
舌
状
の
留
め
具
を
持
つ
経
筒
は
、
僅
か
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一
つ

は
、
筒
身
の
ほ
ぼ
中
央
に
節
を
持
つ
も
の
と
し
て
紹
介
し
た
秋
田
県
別
所
山
経
塚
出

土
品
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
は
銅
鋳
製
で
あ
る
点
、
蓋
に
し
か
留
め
具
が
付
か
な
い
点

で
百
草
Ａ
・
Ｂ
号
と
は
異
な
る
。

い
ま
一
つ
は
、
出
土
地
不
詳
の
長
寛
三
年
（
一
一
六
五
）
銘
経
筒
で
あ
る
19
（
図
９
）
。

総
高
二
〇
・
四
㌢
、
径
七
・
一
㌢
と
細
身
の
銅
板
製
経
筒
で
、
筒
身
に
留
め
具
を
装
着

す
る
方
法
や
、
蓋
の
張
出
し
が
一
体
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
百
草
Ａ
・
Ｂ
号
と
同
じ
細

工
で
あ
る
。
し
か
も
、
筒
身
に
は
次
の
刻
銘
が
あ
り
、
守
道
の
製
作
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

（
筒
身
）

實
相
寺　

住
僧
忠
圓

　

長
寛
三
年
酉乙

二
月
廿
一
日
□庚

　
　
　
　
　
　

工
藤
原
守
道

舌
状
留
め
金
具
を
有
す
る
銅
板
製
経
筒
は
こ
れ
ら
三
口
以
外
に
見
い
だ
せ
な
い
。

こ
の
う
ち
二
口
に
「
藤
原
守
道
」
の
名
が
制
作
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

舌
状
留
め
具
を
有
す
る
経
筒
は
守
道
の
創
意
で
あ
り
、
守
道
の
刻
銘
の
な
い
百
草
Ｂ

号
も
彼
の
作
品
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

守
道
制
作
の
経
筒
が
こ
の
三
口
ば
か
り
で
な
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
（
林

一
九
七
五
）
。
埼
玉
県
嵐
山
町
平
沢
寺
経
塚
出
土
品
と
府
中
市
定
光
寺
経
塚
出
土
品

が
そ
れ
で
あ
る
。
平
沢
寺
経
塚
出
土
品
は
、
高
さ
二
四
〇
㍉
、
径
一
二
二
㍉
の
銅
鋳
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製
で
、
底
部
を
含
め
て
一
鋳
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
図
９
）
。
筒
身
に
鏨
で

次
に
よ
う
に
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
筒
身
）

敬
白　

勧
進
沙
門
實
與

奉
施
入
如
法
経
御
筒
一
口

右
志
者
為
自
他
法
界
平
等
利
益
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

當
國
大
主
散
位

久
安
四
年
歳
次

戊
辰

二
月
廿
九
日
午戊　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
朝
臣
茲
縄
方
縁
等

　
　
　
　

藤
原
守
道　

安
部
末
恒

　
　
　
　

藤
原
助
貞

「
當
國
大
主
散
位
平
朝
臣
茲
縄
」
は
秩
父
重
綱
に
比
定
さ
れ
、
守

道
は
安
部
末
恒
、
藤
原
助
貞
と
と
も
に
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
工

匠
」
や
「
工
」
の
肩
書
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
三
名
が
経
筒

の
製
作
に
携
わ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
経
筒
は

銅
鋳
製
で
あ
る
か
ら
守
道
ら
は
鋳
物
師
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

鋳
物
と
銅
細
工
を
兼
業
す
る
工
人
の
活
動
を
示
し
て
い
る
。

定
光
寺
経
塚
出
土
品
は
今
存
在
を
確
認
で
き
な
い
が
、
い
く
つ
か

の
近
世
地
誌
に
銘
文
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
は

銅
筒
の
銘
を
「
敬
白
僧
智
賢
南
閻
浮
提
唱
日
本
国
武
蔵
州
多
波
郡
定

光
寺
矣
、
大
施
主
上
生
成
恒
、
少
施
主
藤
原
氏
、
工
藤
原
守
道
、
仁

安
二
年
歳
次
丁
亥
二
月
廿
一
日
庚
寅
」
と
記
録
し
て
い
る
。
舌
状
の

留
め
具
の
有
無
は
お
ろ
か
、
銅
板
製
か
銅
鋳
製
か
も
不
明
だ
が
、
守

道
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
銘
文
の
う

ち
、
「
上
生
成
恒
」
は
壬
生
成
恒
の
誤
記
と
み
て
問
題
あ
る
ま
い
。

以
上
、
守
道
の
名
を
残
す
の
は
四
口
、
守
道
の
名
を
刻
ん
で
い
な

い
も
の
の
、
舌
状
留
め
金
具
を
持
つ
こ
と
か
ら
彼
の
作
品
と
み
な
せ

る
百
草
Ｂ
号
を
あ
わ
せ
る
と
、
計
五
口
が
守
道
の
作
品
と
し
て
確
認
で
き
る
20

。
こ

の
う
ち
、
銅
板
製
で
あ
る
こ
と
の
確
実
な
三
口
す
べ
て
に
舌
状
留
め
金
具
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
表
２
）
。
そ
の
作
品
は
百
草
、
府
中
に
集
中
す
る
か
ら
、

守
道
の
活
動
拠
点
は
多
摩
川
中
流
域
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

図９　平沢寺経筒・実相寺経筒
（平沢寺経筒＝水口 2004、実相寺経筒＝蔵田 1966 より転載）

出土・経筒名
紀年銘
（西暦）

製作
技法

舌状
留め具

作者名

平沢寺経筒 久安 4年 2月 29日
（1148） 鋳銅製 無 藤原守道・藤原助貞・

安部末恒

百草 A 号経筒 長寛元年 10月 13日
（1163） 銅板製 有 工匠藤原守道　

出土地不明
（実相寺経筒）

長寛 3年 2月 21日
（1165） 銅板製 有 工藤原守道

百草 B 号経筒 永万元年 9月 17日
（1165） 銅板製 有 （無銘）

定光寺経筒 仁安 2年 2月 21日
（1167） 不明 不明 工藤原守道

表２　藤原守道製作の経筒

0 10cm出土地不明（実相寺）経筒 平沢寺経筒
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（
三
）
僧
侶
と
檀
越

次
に
は
百
草
出
土
経
筒
に
刻
ま
れ
た
、
守
道
以
外
の
人
物
を
見
て
み
よ
う
。
た
だ

し
、
Ｅ
号
経
筒
の
銘
は
判
読
が
困
難
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
原
銘
で
あ
る
保
証
も
な
い

た
め
、
対
象
と
す
る
の
は
Ａ
・
Ｂ
号
で
あ
る
。

Ａ
号
経
筒
に
は
、
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
、
弁
豪
と
い
う
僧
侶
の
勧
め
で
玄
久
、

観
賢
、
定
圓
、
陽
久
、
定
阿
、
尭
尊
、
弁
意
ら
が
結
縁
し
て
、
如
法
書
写
さ
れ
た
法

華
経
を
収
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
駈
仕
僧
」
と
い
う
表
現
は
ほ
か
に
例
が
な
い
が
、

文
字
通
り
薬
西
が
そ
の
諸
雑
事
を
担
っ
た
の
だ
ろ
う
。

彼
ら
の
素
性
は
不
明
だ
が
、
弁
―
、
―
尊
は
天
台
系
に
多
く
見
ら
れ
る
僧
侶
名
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
蹴
彫
さ
れ
た
梵
字
の
釈
迦
（
バ
ク
）・
阿
閦
（
ウ
ン
）・
弥
勒
（
ユ

ウ
）
・
大
日
（
ア
）
・
文
殊
（
ア
ン
）
の
五
仏
の
構
成
も
天
台
系
に
多
く
見
ら
れ
る
と

い
う
（
林
一
九
七
五
）
。
ま
た
、「
弁
」（
弁
豪
・
弁
意
）
、「
定
」（
定
圓
・
定
阿
）
、「
久
」（
玄

久
・
陽
久
）
を
通
字
と
し
た
同
系
譜
と
思
わ
れ
る
僧
侶
名
も
あ
る
か
ら
、
弁
豪
の
呼

び
か
け
に
応
じ
て
、
弟
子
や
近
し
い
関
係
に
あ
る
僧
侶
た
ち
が
経
典
書
写
に
参
加
し

た
状
況
が
想
像
さ
れ
る
。
Ａ
号
に
は
法
華
経
八
巻
を
納
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
だ

か
ら
、
弁
豪
と
七
人
の
結
縁
者
が
各
一
巻
を
書
写
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

願
意
は
不
明
な
が
ら
、
平
沢
寺
経
筒
に
あ
る
「
自
他
法
界
平
等
利
益
」
の
よ
う
な
作

善
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

Ｂ
号
経
筒
は
、
尭
尊
の
勧
め
の
も
と
、
藤
原
氏
と
高
橋
貞
列
が
檀
越
と
な
っ
て
行

わ
れ
た
。
尭
尊
は
、
Ａ
号
経
筒
に
結
縁
者
と
し
て
名
を
連
ね
た
そ
の
人
で
あ
る
。
Ａ

号
経
筒
か
ら
二
年
後
の
永
万
元
年
に
、
今
度
は
自
ら
が
勧
進
し
、
俗
人
の
施
主
を
得

て
経
典
埋
納
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
Ｂ
号
経
筒
は
Ａ
号
同
様
に
藤
原
守
道
の
製
作

と
判
断
で
き
る
か
ら
、
Ａ
号
を
造
営
し
た
際
の
知
己
を
頼
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。

こ
の
Ｂ
号
経
筒
に
壇
越
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
藤
原
氏
と
高
橋
貞
列
で
あ

る
。
藤
原
氏
は
女
施
主
、
高
橋
貞
列
は
そ
の
夫
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
素
性
は
は
っ

き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
守
道
製
作
の
経
筒
の
う
ち
、
平
沢
寺
経
筒
に
刻
ま
れ
た
「
當

國
大
主
散
位
平
朝
臣
茲
縄
」
が
秩
父
平
氏
の
秩
父
重
綱
に
相
当
す
る
こ
と
は
ま
ず
間

違
い
あ
る
ま
い
21

（
林
一
九
七
五
）
。
定
光
寺
経
筒
の
壬
生
成
恒
は
、
あ
き
る
野
市

大
悲
願
寺
が
蔵
す
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
の
大
般
若
経
の
施
主
と
し
て
見
え
る
壬

生
末
正
の
同
族
と
考
え
ら
れ
、
多
摩
の
有
力
氏
族
に
連
な
る
人
物
と
推
測
さ
れ
る
（
深

澤
一
九
九
二
）
。
ま
た
、
守
道
は
関
わ
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
八
王
子
市
の
白
山

神
社
経
塚
は
、
無
銘
の
経
筒
内
に
残
さ
れ
た
経
巻
か
ら
、
小
野
氏
と
清
原
氏
等
を
檀

越
と
し
て
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
に
埋
経
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
（
八
王
子
市

史
編
集
委
員
会
編
二
〇
一
三
ほ
か
）
。
こ
の
う
ち
小
野
氏
は
、
後
に
武
蔵
七
党
の
一

つ
と
し
て
発
展
す
る
横
山
党
を
形
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
当
期
の
経
塚
の

造
営
を
経
済
的
に
支
え
た
の
が
国
衙
在
庁
や
在
地
の
領
主
層
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。こ

こ
で
改
め
て
守
道
の
手
に
な
る
他
所
出
土
の
経
筒
を
見
る
と
、
実
相
寺
の
住

僧
忠
圓
が
、
百
草
Ａ
号
経
筒
の
定
圓
と
「
圓
」
を
通
字
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

く
。
守
道
と
僧
侶
た
ち
の
緊
密
な
関
係
は
百
草
経
塚
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
え

よ
う
。
実
は
小
野
氏
が
檀
越
と
し
て
み
え
る
白
山
神
社
経
塚
も
、
百
草
経
塚
と
密
接

な
関
係
を
想
定
で
き
る
（
深
澤
二
〇
一
五
ほ
か
）
。
白
山
神
社
経
塚
は
百
草
経
塚
の

膝
下
を
流
れ
る
大
栗
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
中
山
の
小
谷
の
谷
頭
に
あ
る
。
大
栗
川
よ

り
も
上
流
で
多
摩
川
に
合
流
す
る
浅
川
の
水
系
と
の
分
水
嶺
に
位
置
し
、
標
高
は

一
七
〇
㍍
で
あ
る
。
百
草
経
塚
と
は
お
よ
そ
七
㌔
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
を
嚆
矢
に
、
一
八
八
四
年
、
一
九
二
四
年
、
一
九
七
六
年

に
経
塚
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
あ
わ
せ
て
銅
製
経
筒
四
口
、
銅
製
経
筒
残
片
、
経
巻

一
〇
巻
、
経
筒
を
収
納
し
た
陶
製
の
円
筒
容
器
一
口
、
甕
二
口
、
銅
鏡
九
面
、
桧
扇

残
片
、
刀
子
残
片
と
い
っ
た
多
彩
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
経
筒
に
銘
文
は
な
い

も
の
の
、
文
政
九
年
時
に
発
見
さ
れ
た
銅
鋳
製
経
筒
に
収
め
ら
れ
て
い
た
法
華
経
八
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巻
と
そ
の
開
経
で
あ
る
無
量
義
経
、
結
経
で
あ
る
観
普
賢
経
の
計
一
〇
巻
が
残
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
奥
書
に
よ
り
、
こ
の
経
筒
を
埋
納
し
た
経
緯
が
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

無
量
義
経
に
は
、

無
量
義
経

□
□
□
書
写
為
縁
法
界
諸
有
情
皆
共
成
仏
道

仁
平
四
年
甲
戌
九
月
十
一
日
大
勧
進
僧
弁
智

小
野
氏
等　

結
縁
者
僧
有
阿

僧
順
応　

清
原
氏
等

観
普
賢
経
に
は
、

大
歳
甲
戌
■
酉
仁
平
四
年
九
月
廿
日
□
許
武
蔵
国
西
郡

船
木
田
御
庄
内
長
隆
寺
許　

西
谷
出
写
了

勧
進
僧
弁
智　

結
縁
者
僧
忠
尊

蓮
意

と
あ
る
（
■
は
抹
消
文
字
）
。
巻
に
よ
っ
て
若
干
記
載
内
容
は
異
な
る
が
、
こ
れ
ら

奥
書
を
総
合
す
る
と
、
仁
平
四
年
（
一
一
五
四
）
九
月
、
武
蔵
国
西
郡
船
木
田
庄
の

長
隆
寺
の
西
谷
に
お
い
て
、
僧
弁
智
の
勧
進
で
有
阿
、
順
応
、
忠
尊
、
蓮
意
が
結
縁

し
、
小
野
氏
並
び
に
清
原
氏
等
を
檀
越
と
し
て
、
経
典
の
書
写
と
埋
納
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
弁
智
、
有
阿
、
忠
尊
の
三
人
が
、
百
草
経
塚
Ａ
号
経
筒
の

弁
豪
・
弁
意
、
定
阿
、
尭
尊
と
そ
れ
ぞ
れ
「
弁
」
「
阿
」
「
尊
」
を
通
字
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
白
山
神
社
で
の
経
塚
造
営
は
百
草
Ａ
号
の
九
年
前
に
あ
た
る
か
ら
、
彼

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
法
統
に
属
し
た
、
き
わ
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
上
述
の
通
り
、
百
草
経
塚
以
外
の
守
道
製
作
経
筒
に
ま
で
目
を

向
け
れ
ば
、
弁
智
は
定
光
寺
経
筒
の
智
賢
と
「
智
」
を
、
忠
尊
は
実
相
寺
経
筒
の
忠

圓
と
「
忠
」
を
通
字
と
し
て
い
る
。

す
で
に
百
草
経
塚
に
関
わ
っ
た
僧
侶
た
ち
が
天
台
系
で
あ
っ
た
可
能
性
の
高
い
こ

と
は
述
べ
た
。
白
山
神
社
が
天
台
系
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、

守
道
制
作
の
経
筒
出
土
地
を
み
る
と
、
平
沢
寺
は
現
在
真
言
宗
だ
が
も
と
は
天
台

宗
、
定
光
寺
も
一
四
世
紀
に
は
天
台
談
議
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
二
世
紀
の
多
摩
川
中
流
域
に
お
け
る
経
塚
造
営
は
、
天
台
系
の

僧
侶
た
ち
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
と
藤
原
守
道
と
い
う
経
筒
製
作
者
の
活

動
が
相
俟
っ
て
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
天
台
系
僧
侶

た
ち
と
守
道
の
緊
密
な
関
係
が
経
塚
造
営
を
推
し
進
め
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か

も
そ
れ
は
、
わ
ず
か
一
〇
数
年
の
間
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
百
草
経
塚
と
真
慈
悲
寺

前
述
の
通
り
経
筒
が
出
土
し
た
二
王
塚
は
、
東
へ
向
か
っ
て
伸
び
る
丘
陵
の
尾
根

の
先
端
近
く
の
高
所
に
あ
る
。
同
所
で
石
組
み
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
経
塚

の
位
置
は
お
お
む
ね
特
定
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
（
図
10
）
。

一
方
、
仁
王
塚
北
側
の
小
谷
の
谷
頭
近
く
、
つ
ま
り
近
世
に
松
連
寺
が
営
ま
れ
た

地
に
は
、
真
慈
悲
寺
が
存
在
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
百
草
八
幡
神
社
所
蔵
の
建
長
二

年
（
一
二
五
〇
）
の
銅
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
「
真
慈
悲
寺
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
十
分
推
測
で
き
た
が
、
隣
接
す
る
百
草
園
内
（
松
連
寺
跡
）
か
ら

膨
大
な
量
の
中
世
瓦
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
こ
の
谷
頭
一
帯
に
堂

宇
の
存
在
を
確
実
視
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
日
野
市
遺
跡
調
査
会
編
一
九
九
三

等
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
谷
に
は
い
く
つ
か
の
平
場
が
あ
り
、
坊
院
の
存
在
も
推
測
さ

れ
て
い
る
（
日
野
市
郷
土
資
料
館
編
二
〇
一
一
等
）
。
元
禄
三
年
（
一
六
八
九
）
の
「
百

草
村
田
畑
屋
敷
検
地
帳
」
22

に
み
え
る
「
ほ
う
ぞ
う
（
宝
蔵
）・
し
ん
ど
う
（
新
堂
）
」

の
字
も
、
真
慈
悲
寺
に
関
わ
る
堂
舎
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る
。
九
〇
〇
㍍
ほ
ど
の

谷
戸
に
展
開
す
る
中
世
寺
院
の
姿
を
想
像
で
き
、
百
草
経
塚
は
そ
の
一
画
を
占
め
る

と
み
て
よ
か
ろ
う
。
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真
慈
悲
寺
は
、
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
二
月
三
日
条
に
「
武
蔵
真

慈
悲
寺
者
、
御
祈
祷
霊
場
也
、
然
而
未
依
無
寄
附
庄
園
、
仏
無
供
具
之
備
、
僧
失
衣

鉢
之
貯
、
爰
僧
有
尋
今
日
参
上
、
安
置
一
切
経
於
当
寺
、
可
修
理
破
壊
之
由
、
申
請

之
間
則
所
被
補
院
主
職
也
」
と
あ
る
の
が
確
実
な
初
見
で
あ
る
23

。
こ
れ
に
続
い
て

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
五
月
八
日
に
は
、
鎌
倉
の
勝
長
寿
院
で
相
模
・
武
蔵
の

一
六
寺
社
の
僧
侶
一
〇
五
人
が
参
集
し
て
催
さ
れ
た
後
白
河
法
皇
の
四
十
九
日
法
要

に
三
人
を
出
席
さ
せ
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
、
真
慈
悲
寺
は
も
と
も
と
一
切
経
を
蔵

す
祈
祷
の
霊
場
で
あ
っ
た
が
、
頼
朝
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
て
再
興
さ
れ
、

関
東
の
主
要
寺
社
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
、
お
そ
ら
く
関
東
祈
祷
所
に
列
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
（
今
野
二
〇
〇
七
）
。

し
た
が
っ
て
、
百
草
経
塚
の
多
く
は
、
御
祈
祷
の
霊
場
で
あ
り
な
が
ら
困
窮
し
て

い
た
と
有
尋
が
主
張
し
て
い
る
時
期
に
造
営
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
い
さ
さ
か
辻
褄

が
合
わ
な
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
困
窮
を
声
高
に
叫
ぶ
こ
と
で
庇
護
と
一
層
の
発
展

を
狙
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
不
自
然
な
主
張
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
御
祈
祷
の
霊
場

に
お
け
る
経
塚
造
営
は
矛
盾
し
な
い
。
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
百
草
経
塚
の
出
土
品

は
『
吾
妻
鏡
』
以
前
の
真
慈
悲
寺
の
存
在
を
物
語
る
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

（
峰
岸
一
九
九
四
ほ
か
）
。
ま
た
、
頼
朝
の
援
助
を
勝
ち
取
っ
た
有
尋
は
、
白
山
神
社

経
塚
で
結
縁
者
と
し
て
見
え
る
有
阿
と
「
有
」
を
通
字
と
し
て
い
て
、
こ
こ
に
も
天

台
系
僧
侶
の
緊
密
な
関
係
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
真
慈
悲
寺
の
存
在
を
踏
ま
え
れ
ば
百
草
経
塚
の
地
は
寺
院
の
一
角
に
設

け
ら
れ
た
聖
地
で
あ
り
、
真
慈
悲
寺
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
僧
侶
た
ち
こ
そ
、
百

草
経
塚
造
営
の
担
い
手
で
あ
っ
た
と
考
え
て
問
題
あ
る
ま
い
。
当
然
、
先
に
指
摘
し

た
天
台
系
僧
侶
た
ち
と
、
藤
原
守
道
と
い
う
経
筒
製
作
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心

に
い
た
の
は
、
真
慈
悲
寺
の
僧
侶
た
ち
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
百
草
の
山
か
ら
は
多
摩
川
対
岸
に
武
蔵
国
府
を
一
望
で
き
る
が
、
国

府
の
側
か
ら
見
る
と
百
草
の
二
王
塚
付
近
は
冬
至
の
頃
に
陽
が
沈
む
山
で
あ
る
。
聖

図 10　百草経塚周辺図（1940 年 4 月測図「高幡」に加筆）
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地
・
霊
場
と
し
て
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
分
に
備
え
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
国
府
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
霊
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
推
測

さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
真
慈
悲
寺
を
特
定
の
庇
護
者
が
い
な
い
祈
祷
の
霊
場
と
い
う
『
吾

妻
鏡
』
の
記
述
と
も
符
合
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
文
治
二
年

に
は
頼
朝
の
援
助
を
得
て
、
さ
ら
に
は
関
東
御
祈
祷
所
に
名
を
連
ね
る
ま
で
に
台
頭

す
る
の
で
あ
ろ
う
。

三　

経
塚
の
造
営
組
織

以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
、
百
草
経
塚
を
は
じ
め
と
す
る
天
台
系
僧
侶
た
ち
が
主
体

と
な
っ
た
経
塚
の
造
営
組
織
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
藤
原
守
道
の
組
織

ま
ず
は
、
天
台
系
僧
侶
た
ち
と
と
も
に
活
動
し
た
藤
原
守
道
と
い
う
経
筒
製
作
者

の
性
格
に
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
み
た
い
。

そ
の
際
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
稲
村
坦
元
編
『
武
蔵
史
料
銘
記

集
』
（
稲
村
一
九
六
六
）
が
採
録
し
た
定
光
寺
経
筒
の
銘
文
で
あ
ろ
う
。

敬
白
南
閻
浮
提
日
本
国
武
州
多
波
郡
定
光
寺
僧
智
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
施
主　

壬
生
成
恒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
施
主　

藤
原
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

工　

藤
原
守
道

　
　
　
　
　
　

仁
安
二
年
歳
次
丁
亥
二
月
一
日
庚
寅

稲
村
は
こ
れ
を
『
多
摩
名
勝
図
会
』
か
ら
採
っ
て
い
る
。
内
容
に
大
き
な
違
い
は
な

い
が
、
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
所
載
の
銘
文
よ
り
も
、
経
筒
銘
と
し
て
体
裁
が
整
っ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
大
施
主
を
「
壬

生
成
恒
」
、
藤
原
守
道
の
肩
書
を
「
大
工
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
を
も
と
に
林
は
、
長
寛
年
間
に
「
工
匠
」
な
い
し
「
工
」
で
あ
っ
た
守
道
が

仁
安
二
年
に
は
「
大
工
」
に
昇
り
つ
め
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
（
林
一
九
七
五
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
『
多
摩
名
勝
図
会
』
の
存
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
も

と
も
と
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
は
多
摩
郡
の
記
載
で
完
結
し
て
い
る
か
ら
、
『
多
摩
名

勝
図
会
』
は
同
書
の
写
本
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
す
れ
ば
、
書
写
の

過
程
で
経
筒
銘
と
し
て
体
裁
が
整
え
ら
れ
、
大
施
主
で
あ
る
「
上
生
成
恒
」
は
「
壬

生
成
恒
」
に
改
め
ら
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
守
道
の
肩
書
「
大
工
」
に
関

し
て
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
そ
の
扱
い
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
24

。

こ
う
し
た
肩
書
は
と
も
か
く
、
経
筒
に
製
作
者
名
を
明
記
し
た
事
例
は
全
国
で

二
〇
数
例
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
西
国
に
集
中
し
、
関
東
以
東
で

は
秋
田
県
湯
沢
市
出
土
の
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
銘
銅
板
製
経
筒
に
み
え
る
「
大

工
草
賀
部
国
清
」
を
除
い
て
例
は
な
い
。
ま
た
、
複
数
の
経
筒
に
名
を
残
す
の
は
、

山
口
県
で
確
認
さ
れ
て
い
る
「
雀
部
重
吉
」
に
よ
る
二
口
く
ら
い
し
か
な
い
よ
う
で

あ
る
25

。
「
大
工
」
の
肩
書
に
は
疑
義
を
呈
し
た
が
、
確
認
で
き
る
最
初
の
作
品
で

あ
る
平
沢
寺
経
筒
に
お
い
て
、
守
道
は
藤
原
助
貞
、
安
部
末
恒
と
と
も
に
名
を
刻
ん

で
お
り
、
そ
の
記
名
順
か
ら
す
れ
ば
、
優
位
な
立
場
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

工
房
の
主
催
者
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
の
作

品
に
も
自
ら
の
名
を
刻
み
え
た
と
考
え
ら
れ
る
26

。

そ
れ
で
は
、
多
く
の
経
筒
製
作
に
携
わ
っ
た
守
道
は
ど
ん
な
組
織
に
所
属
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
鋳
物
師
は
遍
歴
性
が
強
く
、
と
り
わ
け
梵
鐘
の
場
合
は
河
内
丹
南

を
は
じ
め
と
す
る
鋳
物
師
た
ち
の
出
吹
き
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
守
道
は
、

関
東
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
一
鋳
式
の
経
筒
を
平
沢
寺
で
製
作
し
、
そ
の
後
、
一
九

年
に
わ
た
っ
て
作
品
を
武
蔵
に
残
し
て
い
る
。
武
蔵
に
本
拠
を
置
い
て
い
る
の
は
間

違
い
な
い
。

た
だ
、
彼
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
、
判
断
が
難
し
い
。
守
道
の
経
筒
を
最
初
に
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詳
し
く
分
析
し
た
林
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
天
台
系
僧
侶
た
ち
と
の
密
接
な
関
係

を
踏
ま
え
て
、
天
台
系
の
寺
院
組
織
下
の
工
房
に
所
属
し
て
い
た
と
考
え
た
（
林

一
九
七
五
）
。
し
か
し
そ
の
後
、
守
道
の
配
下
な
い
し
同
一
工
房
に
連
な
る
と
推
測

さ
れ
る
鋳
物
師
を
見
出
し
、
見
解
を
改
め
て
い
る
。
熊
谷
市
聖
天
堂
の
建
久
八
年

（
一
一
九
七
）
銘
金
銅
製
錫
杖
に
「
鋳
匠
」
の
一
人
と
し
て
み
え
る
「
藤
原
守
家
」
と
、

府
中
市
善
明
寺
の
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
銘
の
鉄
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
み
え

る
「
大
工
藤
原
助
近
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
守
」
と
「
助
」
を
通
字
と
し

て
い
る
点
か
ら
、
守
道
―
守
家
と
助
貞
―
助
近
と
い
う
二
つ
の
系
譜
を
推
測
し
、
さ

ら
に
先
述
し
た
定
光
寺
経
筒
と
鉄
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
に
み
え
る
「
大
工
」
の
肩
書

が
国
衙
機
構
の
細
工
所
に
属
し
た
身
分
呼
称
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
す
る
の
で
あ
る

（
林
一
九
八
二
）
。

く
ど
い
よ
う
だ
が
、
定
光
寺
経
筒
の
「
大
工
」
に
関
し
て
は
信
憑
性
に
問
題
が
あ

る
。
加
え
て
、
助
近
が
「
大
工
」
職
を
名
乗
っ
た
一
三
世
紀
中
葉
は
す
で
に
中
世
初

頭
と
は
い
い
が
た
い
。
助
貞
―
助
近
の
系
譜
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
両
者
の
間
で

工
人
を
と
り
ま
く
環
境
も
大
き
く
変
貌
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ

れ
で
も
、
守
道
が
活
躍
し
た
一
二
世
紀
後
半
と
い
う
年
代
を
踏
ま
え
た
時
、
林
の
考

察
に
は
首
肯
で
き
る
点
が
少
な
く
な
い
。
実
際
、
同
時
期
の
武
蔵
国
衙
に
も
税
所
を

は
じ
め
と
し
た
所
が
成
立
し
て
い
た
し
27

、
何
よ
り
、
守
道
の
作
品
が
多
摩
川
中
流

域
す
な
わ
ち
府
中
近
傍
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

そ
の
一
方
、
守
道
が
天
台
系
の
僧
侶
た
ち
と
と
も
に
経
塚
造
営
に
力
を
注
い
だ
点

も
、
や
は
り
等
閑
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
、
鎌

倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
造
営
に
浅
草
の
大
工
が
動
員
さ
れ
て
い
る
（
『
吾
妻
鏡
』
治

承
五
年
七
月
八
日
条
）
。
浅
草
の
大
工
と
は
す
な
わ
ち
浅
草
寺
付
属
工
人
で
あ
ろ
う

か
ら
、
一
二
世
紀
後
半
の
武
蔵
に
お
い
て
寺
院
に
連
な
る
職
能
集
団
が
存
在
し
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

以
上
を
勘
案
し
て
、
国
衙
機
構
に
連
な
る
組
織
に
属
す
と
い
う
由
緒
を
持
ち
な
が

ら
も
、
天
台
系
の
寺
院
と
も
密
接
な
関
係
を
持
ち
多
面
的
な
活
動
を
し
た
の
が
、
守

道
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
い
。

（
二
）
経
塚
造
営
の
実
相

次
に
、
天
台
系
僧
侶
・
藤
原
守
道
の
連
携
に
よ
る
経
塚
の
造
営
組
織
に
つ
い
て
、

改
め
て
取
り
上
げ
て
み
る
。

武
蔵
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
経
塚
造
営
に
は
、
二
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
（
水
口
二
〇
〇
四
な
ど
）
。
僧
侶
の
み
の
場
合
と
、
僧
侶
の
勧
進
で
後
に
武

士
団
を
形
成
し
て
い
く
よ
う
な
在
地
領
主
層
が
檀
越
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
天
台
系

僧
侶
と
守
道
の
連
携
に
よ
る
経
塚
の
造
営
も
、こ
の
二
つ
の
場
合
が
あ
っ
た
。
た
だ
、

白
山
神
社
経
塚
の
一
口
が
無
銘
な
が
ら
経
典
の
奥
書
に
よ
っ
て
小
野
氏
や
清
原
氏
の

存
在
を
知
る
こ
と
を
で
き
た
よ
う
に
、
経
筒
銘
に
み
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
檀
越

不
在
で
埋
経
さ
れ
た
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
檀
越
の
援
助
な
く

し
て
埋
経
を
実
践
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
く
、
経
筒
へ
の
檀
越
名
の
記
載
の
仕
方
と

有
無
は
造
営
の
主
体
性
や
願
意
な
ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ

う
。こ

れ
に
関
連
し
て
、
守
道
が
自
ら
の
作
品
の
す
べ
て
に
名
を
記
し
て
い
な
い
点
に

も
注
意
し
た
い
。
独
創
的
な
経
筒
を
制
作
し
、
自
ら
の
名
を
明
記
す
る
一
方
、
百
草

Ｂ
号
経
筒
に
は
記
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
何
だ
ろ
う
か
。
考
え
う
る

の
は
、
守
道
が
単
に
経
筒
製
作
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
役
割
を
担
う
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
点
も
含
め
て
、
守
道
と
天
台
系
僧
侶
の
密
接
な
関
係
は
見
逃
せ
な
い
。

一
二
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
の
経
塚
造
営
は
、
天
台
系
寺
院
の
積
極
的
な
活
動
の
も
と

に
行
わ
れ
、
そ
の
寺
院
組
織
に
属
す
藤
原
守
道
が
専
ら
経
筒
製
作
に
あ
た
る
関
係
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
守
道
は
、
天
台
系
寺
院
の
宗
教
活
動
を
常
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
関

係
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
多
摩
地
方
の
一
二
世
紀
に
お
け
る
経
塚
の
隆
盛
は
、
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ま
さ
に
彼
ら
が
担
っ
た
部
分
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
特
定
の
宗
教
組
織
と
結
び

つ
い
た
工
人
の
具
体
的
な
活
動
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
希
少
な
事
例
で
あ
り
、
経
塚

造
営
体
制
の
一
例
と
し
て
評
価
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
百
草
や
そ
の
周
辺
の
経
塚
造
営
の
全
て
が
守
道
の
作
品
で
賄
わ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
想
像
の
域
を
出
な
い
け
れ
ど
も
、
Ｅ
号
経
筒
は
京
の
製
品
と

推
測
し
た
。
同
じ
く
、
白
山
神
社
経
塚
に
も
京
の
製
品
と
推
測
で
き
る
経
筒
が
含
ま

れ
て
い
た
。
百
草
経
塚
に
副
納
さ
れ
た
秋
草
蝶
鳥
鏡
や
青
白
磁
合
子
も
京
と
の
交
流

を
う
か
が
わ
せ
る
。
経
塚
造
営
を
進
め
た
天
台
系
僧
侶
た
ち
、
あ
る
い
は
檀
越
た
ち

の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
こ

う
し
た
京
の
経
筒
は
、
京
の
住
人
に
よ
る
埋
経
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

つ
ま
り
、
ロ
ー
カ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
京
を
巻
き
込
ん
だ
広
域
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
相
俟
っ
て
、
多
摩
川
中
流
域
と
い
う
地
域
に
お
け
る
経
塚
造
営
が
隆
盛
し
た
の

で
あ
り
、
そ
の
核
の
一
つ
が
百
草
経
塚
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
百
草
経
塚
出
土
経
筒
の
う
ち
現
存
す
る
三
口
の
調
査
報
告
を
兼
ね
て
出
土

情
報
を
整
理
し
、
関
連
す
る
問
題
に
言
及
し
た
。
し
か
し
、
出
土
情
報
は
ま
ち
ま
ち

で
、
ど
こ
ま
で
真
実
に
近
づ
け
た
の
か
心
も
と
な
い
。
舌
状
の
留
め
金
具
や
藤
原
守

道
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
諸
問
題
に
関
し
て
は
、
林
宏
一
氏
の
先
行
研
究
に
網
羅
さ
れ

て
い
て
、
氏
の
見
解
を
ト
レ
ー
ス
し
、
少
し
ば
か
り
こ
ね
く
り
回
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

こ
う
し
た
内
容
の
た
め
要
約
は
控
え
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
百
草
経
塚
と
真
慈
悲
寺
を
と
り
ま
く
史
資
料
は
豊
か
で
あ
る
。

本
稿
は
経
塚
に
主
眼
を
置
い
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
真
慈
悲
寺

は
一
一
世
紀
後
半
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
一
三
世
紀
半
ば

と
後
半
に
は
瓦
を
用
い
た
堂
宇
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
建
長
二
年
銘
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
百
草
八
幡
神
社
現
蔵
）
も
あ
る
。
ま
た
、

高
幡
山
金
剛
寺
現
蔵
の
文
永
一
〇
年
（
一
二
七
三
）
銘
鰐
口
も
、
真
慈
悲
寺
の
什
物

で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
金
本
一
九
九
二
）
。
も
ち
ろ
ん
、
丘
陵
の
森
の
中

に
は
遺
跡
そ
の
も
の
が
埋
も
れ
て
い
て
、
考
古
学
的
な
情
報
は
こ
れ
か
ら
も
増
加
が

期
待
さ
れ
る
。
歴
史
を
繙
く
多
く
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
さ

ら
に
最
近
、
真
慈
悲
寺
跡
に
隣
接
す
る
百
草
八
幡
神
社
境
内
に
お
い
て
、
真
慈
悲
寺

跡
出
土
品
と
は
別
種
の
瓦
が
新
た
に
採
集
さ
れ
た
。
神
社
社
殿
に
用
い
ら
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
谷
奥
に
仏
堂
と
社
殿
が
並
び
立
つ
景
観
を
具
体
的
に
想
像
で
き
る
と

思
う
。
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
に
期
待
し
た
い
。

註１ 

『
武
蔵
名
勝
図
会
』
は
、
八
王
子
千
人
同
心
組
頭
の
植
田
孟
縉
の
編
集
で
文
政

三
年
（
一
八
二
〇
）
脱
稿
、
文
政
六
年
に
昌
平
坂
学
問
所
に
献
上
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
基
本
的
に
、
慶
友
社
刊
本
（
片
山
校
訂
一
九
六
七
）
を
用
い
た
。

２ 

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
幕
府
に
よ
る
官
選
地
誌
で
、
多
摩
郡
の
調
査
は
八

王
子
千
人
同
心
頭
に
命
じ
ら
れ
、
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
を
著
し
た
植
田
孟
縉
を

含
む
七
人
の
組
頭
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
調
査
の
開
始
は
文
化
一
一

年
（
一
八
一
四
）
で
、
文
政
五
年
に
稿
本
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
全
巻
の
完
成

は
文
政
一
三
年
。
本
稿
で
は
、
大
日
本
地
誌
体
系
本
（
蘆
田
校
訂
・
根
本
補
訂

一
九
九
六
）
を
用
い
た
。

３ 

『
江
戸
名
所
図
会
』
は
、
斎
藤
幸
雄
・
幸
孝
・
幸
成
の
三
代
に
わ
た
っ
て
書
き
継

が
れ
、
全
巻
の
刊
行
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
だ
が
、
本
稿
に
関
わ
る
三
巻
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は
天
保
五
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
ち
く
ま
学
芸
文
庫
本
（
市
古
・

鈴
木
校
訂
一
九
九
六
）
を
用
い
た
。
な
お
、
幸
孝
に
よ
る
文
化
一
二
～
一
三
年

の
調
査
記
録
で
あ
る
「
郊
遊
漫
録
」
（
（
斎
藤
）
一
九
七
四
）
に
は
、
三
口
の
経

筒
の
存
在
を
記
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
を
実
見
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
百
草
経
塚
に
関
す
る
記
述
は
、
他
書
を
参

照
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

４ 

「
調
布
日
記
」
は
、
南
畝
が
文
化
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
多
摩
川
流
域
の
各
地

を
巡
視
し
た
際
の
紀
行
文
。
「
玉
川
披
砂
」
も
こ
の
時
の
著
作
の
一
つ
。
松
連
寺

に
は
六
年
二
月
二
二
日
に
訪
れ
て
い
る
。
と
も
に
『
蜀
山
人
全
集
』
一
（
日
本

図
書
セ
ン
タ
ー
一
九
七
九
）
を
用
い
た
。

５ 

ほ
ぼ
同
内
容
の
写
本
と
し
て
『
百
草
紀
行
』
が
あ
る
。
『
日
野
市
史
史
料
集 

続

地
誌
編
』
（
日
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編　

一
九
九
一
）
を
用
い
た
。

６
『
多
波
の
土
産
』
は
、
江
戸
在
住
者
に
よ
る
文
化
一
一
年
八
月
の
紀
行
文
。
『
日

野
市
史
史
料
集 

続
地
誌
編
』
（
日
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編　

一
九
九
一
）
を

用
い
た
。

７ 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
巻
子
本
。
記
載
内
容
か
ら
文
化
一
三
年
以
降
の
成
立

と
わ
か
る
。

８ 

『
藁
褁
』
は
、
武
蔵
総
社
文
庫
（
大
國
魂
神
社
所
蔵
）
の
一
書
。
府
中
市
郷
土
の

森
博
物
館
架
蔵
の
複
写
に
よ
る
。
当
部
分
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
記
載

で
あ
る
。
な
お
、
山
崎
美
成
の
『
海
録
』
（
国
書
刊
行
会
一
九
一
五
）
に
も
春
登

か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
ほ
ぼ
同
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

９ 

『
往
昔
夜
話
』
は
、
天
保
十
四
年
、
内
藤
重
鎮
が
祖
父
・
重
喬
の
昔
語
り
を
書
き

留
め
た
も
の
（
府
中
市
教
委
編 

一
九
九
八
）
。

10 

「
伝
紀
」
は
『
東
京
都
日
野
市
百
草
観
音
堂
お
よ
び
百
草
八
幡
神
社
の
文
化
財
調

査
報
告
書
』
（
日
野
市
郷
土
資
料
館
編
二
〇
一
四
）
に
写
真
と
と
も
に
翻
刻
及
び

読
み
下
し
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
に
直
接
か
か
わ
る
部
分
を

示
し
て
お
く
。

（
前
略
）
果
シ
テ
去
ル
歳
元
禄
十
有
三
庚
辰
歳
幸
縁
有
リ
テ
此
百
草
村
松
連
寺
ニ

移
住
ス
ル
ハ
正
八
幡
太
神
ノ
神
祐
ニ
依
ラ
ン
。
始
メ
テ
夢
感
ヲ
信
ジ
唐
捐
テ
ザ

レ
バ
是
ニ
霊
夢
有
リ
。
且
ツ
夫
レ
雨
余
彼
ノ
許
ニ
気
象
有
ル
如
シ
。
乃
チ
里
人

ヲ
誘
引
シ
テ
夢
ニ
随
ヒ
気
ニ
随
ヒ
テ
此
ヲ
穿
チ
彼
ヲ
掘
ル
。
神
社
ノ
後
所
ヲ
穿

チ
テ
男
山
ノ
土
入
磁
器
ヲ
得
ル
。
次
イ
デ
一
鑑
ヲ
得
又
其
ノ
次
ニ
千
手
観
音
の

銅
像
ヲ
得
ル
。
或
ハ
百
余
ノ
短
刀
有
リ
或
ハ
法
華
奉
納
銅
筒
三
箇
ヲ
得
リ
。
其

銘
歴
々
建
久
日
本
幕
下
之
彫
字
長
寛
年
中
ノ
記
文
永
万
暦
ノ
楷
字
等
皆
古
代
ノ

風
今
猶
存
ス
。
其
侘
磁
器
仏
具
等
出
デ
郷
人
駭
キ
視
ル
。
（
後
略
）
。

百
草
八
幡
神
社
所
蔵
。

11
「
畧
縁
起
」
は
個
人
蔵
（
日
野
市
郷
土
資
料
館
編 

二
〇
一
四
）
。

12 

高
さ
三
・
四
㍍
の
圭
頭
形
で
、
八
代
住
職
・
魯
庵
の
功
績
を
顕
彰
す
る
目
的
で
建

立
さ
れ
た
。
碑
文
は
全
文
漢
文
で
難
解
だ
が
、
真
慈
悲
寺
調
査
の
会
に
よ
る
翻

刻
と
読
下
し
が
あ
る
（
真
慈
悲
寺
調
査
の
会
編
二
〇
〇
七
）
。

13
『
考
古
界
』
一
―
四
の
彙
報
に
掲
載
さ
れ
た
「
考
古
的
探
検
旅
行
」
（
（
記
者
）

一
九
〇
一
）
。
国
分
寺
・
府
中
・
百
草
な
ど
の
見
学
記
で
、
府
中
善
明
寺
の
建
長

五
年
銘
の
鉄
仏
と
と
も
に
、
百
草
経
塚
の
経
筒
の
見
学
が
主
た
る
目
的
で
あ
っ

た
。

14 

つ
い
で
な
が
ら
、
こ
れ
ら
五
口
の
経
筒
の
所
蔵
場
所
の
移
動
に
つ
い
て
、
知
れ

る
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
お
く
。
『
多
波
の
土
産
』
の
作
者
は
松
連
寺
に
お
い
て
五

口
の
経
筒
を
拝
観
し
て
い
る
か
ら
、
文
政
一
一
年
の
時
点
で
寺
が
保
有
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
慈
岳
山
松
連
寺
は
一
八
七
三
年
の
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺

に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
影
響
で
あ
ろ
う
、
Ａ
～
Ｃ
号
経
筒
は
一
九
〇
一
年
に

は
金
剛
寺
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
一
方
、
Ｄ
号
は
こ
の
時
点
で
地
元
の
茶
店
に
預

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
「
旅
行
」
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
こ
の
時
点
で
す
で
に

Ｅ
号
の
行
方
は
不
明
と
な
る
。
そ
の
後
、
Ａ
・
Ｂ
号
は
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
、
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Ｃ
号
は
同
館
寄
託
と
な
っ
て
い
る
。
Ｄ
・
Ｅ
号
は
所
在
不
明
と
な
る
。
な
お
、
Ｄ
・

Ｅ
号
の
存
在
を
明
記
し
た
記
録
が
わ
ず
か
し
か
な
い
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
記
録
者
が
偽
銘
で
あ
る
た
め
採
録
し
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
寺
僧
ら
が

偽
銘
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
拝
観
を
自
制
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

15 

『
武
蔵
名
勝
図
会
』
は
、
元
禄
一
三
年
、
二
王
塚
で
の
出
土
と
す
る
一
方
、
二
王

塚
を
紹
介
す
る
本
文
で
は
文
化
一
四
年
に
宝
物
が
掘
り
出
さ
れ
た
と
も
述
べ
て

い
る
。
錯
誤
で
あ
ろ
う
か
。

16 

鎺
本
孔
の
あ
る
鉄
刀
、
六
窓
の
鍔
、
鉄
鏃
の
写
生
図
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
は

後
期
古
墳
の
副
葬
品
と
判
断
で
き
、
こ
の
う
ち
鉄
刀
二
口
と
鍔
は
百
草
八
幡
神

社
所
蔵
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
仁
王
塚
の
南
方
は
万
蔵
院
台
古
墳
群
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
仁
王
塚
至
近
に
も
後
期
の
石
室
墳
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い

（
持
田
二
〇
一
四
）
。

17 

東
電
学
園
は
東
京
電
力
の
職
業
訓
練
施
設
で
、
現
在
は
東
京
電
力
総
合
研
修
セ

ン
タ
ー
が
残
る
。

18 

松
連
寺
に
隣
接
す
る
百
草
八
幡
に
は
銅
造
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
伝
わ
り
、
そ

の
背
面
に
刻
ま
れ
た
銘
文
か
ら
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
に
真
慈
悲
寺
に
納

め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
真
慈
悲
寺
は
、
こ
れ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
『
吾
妻
鏡
』

の
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
二
月
三
日
条
と
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
五
月
八

日
条
で
も
確
認
で
き
る
南
武
蔵
の
有
力
寺
院
で
あ
る
。
中
世
の
う
ち
に
廃
寺
と

な
り
、
所
在
も
定
か
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
存
在

を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
然
、
至
近
に
真
慈
悲
寺
が
存
在
し
た
と
い
う
想
定
は
容
易

に
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
伝
紀
」
は
真
慈
悲
寺
の
こ
と
に

一
切
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
百
草
Ｃ
・
Ｄ
号
経
筒
の
偽
銘
で
は
百
草
丘
陵
北

東
に
あ
る
一
宮
（
小
野
神
社
）
の
別
当
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
正
統
さ
を
主
張

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
真
慈
悲
寺
の
存
在
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
両

者
に
共
通
す
る
の
は
、
真
慈
悲
寺
の
存
在
を
無
視
し
て
、
八
幡
宮
や
松
連
寺
の

開
創
を
古
く
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

19 

出
土
地
不
詳
だ
が
、
銘
文
に
あ
る
「
実
相
寺
」
を
採
っ
て
、
実
相
寺
経
塚
と
呼

ん
で
お
く
。
本
経
筒
に
つ
い
て
は
、
大
田
区
池
上
本
門
寺
境
内
と
の
伝
承
を
持

つ
と
報
告
し
た
文
献
が
あ
り
（
林
一
九
七
五
、
東
京
国
立
博
物
館
編
一
九
八
八

な
ど
）
、
実
際
、
本
門
寺
に
隣
接
し
て
実
相
寺
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
実
相
寺
は
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
の
開
創
で
、
し
か
も
一
九
二
二
年

に
至
っ
て
現
在
地
に
移
転
し
た
の
だ
と
い
う
。
出
土
の
伝
承
は
俄
に
は
信
じ
が

た
く
、
付
会
の
可
能
性
が
高
い
（
深
澤
一
九
九
二
）
。

20 

旧
稿
（
深
澤
二
〇
〇
七
）
で
は
、
環
状
金
具
が
付
く
点
か
ら
、
Ｄ
号
を
守
道
の

製
品
と
推
測
し
た
。
し
か
し
、
銅
鋳
製
だ
と
す
れ
ば
そ
の
根
拠
は
失
わ
れ
る
の
で
、

こ
こ
で
撤
回
し
て
お
く
。

21
「
當
國
大
主
散
位
平
朝
臣
茲
縄
」
に
続
い
て
「
芳
縁
等
」
と
あ
る
か
ら
、
檀
越
は

重
綱
の
妻
等
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
水
口
由
紀
子
は
亡
く
な
っ
た
重
綱
の
法
要

に
伴
う
埋
経
と
い
う
魅
力
的
な
考
え
を
提
示
し
て
い
る
（
水
口
二
〇
一
七
）
。
し

か
し
、
こ
の
部
分
が
割
書
き
さ
れ
、
守
道
以
下
三
名
よ
り
も
小
さ
く
刻
ま
れ
て

い
る
理
由
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
。

22 

峰
岸
純
夫
が
検
地
帳
記
載
の
百
草
の
地
名
を
整
理
し
て
い
る
（
峰
岸

一
九
九
六
）
。

23 

高
野
山
西
南
院
所
蔵
の
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
「
聖
閻
漫
徳
迦
威
怒
王
立
成
大

神
験
念
誦
法
」
（
平
安
遺
文
四
〇
一
号
）
の
奥
書
に
み
え
る
「
真
慈
悲
寺
」
が
、

同
寺
に
あ
た
る
と
す
る
指
摘
が
あ
る
（
清
野
一
九
九
六
）
。
こ
の
指
摘
は
さ
ら
に

深
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
「
真
慈
悲
寺
」
が
『
吾
妻
鏡
』
や
阿
弥
陀
如
来
坐
像

の
背
銘
に
み
え
る
真
慈
悲
寺
が
同
一
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
め
ら
れ
て
い
る
（
澤

田
・
田
中
二
〇
一
八
、
峰
岸
二
〇
一
八
）
。
そ
の
場
合
、
一
一
世
紀
後
半
段
階
の

真
慈
悲
寺
は
真
言
系
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生
じ
る
が
、
両
密
を
兼
ね
た
霊
場
で
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あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

24
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
は
植
田
孟
縉
自
筆
稿
本
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
『
多
摩
名
勝

図
会
』
の
よ
う
な
記
載
は
な
い
。
写
本
で
あ
る
内
閣
文
庫
本
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
本
を
実
見
し
た
が
、
大
き
く
異
な
る
こ
と
も
な
い
。
そ
も
そ
も
、
定
光
寺

経
筒
は
渋
谷
の
祥
雲
寺
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
植
田
自
身
実
見
し
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
刊
行
の
『
武
蔵
名
所
考 

夏
』

も
定
光
寺
経
筒
の
銘
を
載
せ
る
が
、『
武
蔵
名
勝
図
会
』
と
同
文
と
い
っ
て
よ
い
。

25 

山
口
県
出
土
の
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
銘
経
筒
に
「
雀
部
重
吉
」
、
康
和
四
年

（
一
一
〇
二
）
銘
経
筒
に
「
鋳
師
雀
部
重
吉
」
の
銘
が
確
認
で
き
る
。
と
も
に
銅

鋳
製
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
賀
県
仏
法
堤
経
塚
出
土
の
嘉
保
三
年
（
一
〇
九
六
）

銘
経
筒
は
、
筑
前
大
宰
府
の
観
世
音
寺
の
僧
侶
「
鋳
師
僧
永
源
」
の
作
品
で
、

九
州
北
部
に
一
〇
数
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
同
型
の
経
筒
（
四
王
寺
型
経
筒
）

も
永
源
な
い
し
彼
の
工
房
の
製
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
杉
山
一
九
九
四
）
。

26 

本
経
筒
は
檀
越
名
を
「
當
國
大
主
散
位
平
朝
臣
茲
縄
方
縁
等
」
と
割
書
き
す
る

の
に
対
し
て
、
守
道
を
は
じ
め
と
す
る
三
名
の
名
は
大
き
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
守
道
ら
三
名
に
は
製
作
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
肩
書
が
な
い
。
守
道
ら

を
経
筒
製
作
者
と
判
断
す
る
の
は
、
百
草
Ａ
号
経
筒
、
実
相
寺
経
筒
、
定
光
寺

経
筒
に
「
工
匠
」
な
い
し
「
工
」
の
肩
書
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
守
道
ら
は
結
縁
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。

27 

嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
の
税
所
注
進
状
（
平
安
遺
文 

補
二
四
一
）
。

参
考
文
献

阿
久
津
久　

一
九
八
五　

「
門
毛
経
塚
遺
物
と
中
世
陶
器
」
『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』

一
三

蘆
田
伊
人
校
訂
・
根
本
誠
二
補
訂　

一
九
九
六　

『
大
日
本
地
誌
体
系 

新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
五　

雄
山
閣

網
野
義
彦　

一
九
八
三　

「
中
世
の
鉄
器
生
産
と
流
通
」
『
講
座
・
日
本
技
術
の
社
会

史 

五 

採
鉱
と
冶
金
』
日
本
評
論
社

市
古
夏
生
・
鈴
木
健
一
校
訂　

一
九
九
六　

『
新
訂 

江
戸
名
所
図
会 

三
』
筑
摩
書

　
　
　

房

稲
村
坦
元
編　

一
九
六
六　

『
武
蔵
史
料
銘
記
集
』
東
京
堂
出
版

上
野
さ
だ
子　

二
〇
一
〇　

「
松
連
寺
の
建
立
は
い
つ
か
」
『
幻
の
真
慈
悲
寺
を
追
い

求
め
て
』
日
野
市
郷
土
資
料
館

片
山
迪
夫
校
訂　

一
九
六
七　

『
武
蔵
名
勝
図
会
』
慶
友
社

金
本
展
尚　

一
九
九
二　

「
中
世
前
期
に
お
け
る
多
摩
川
中
流
域
―
高
幡
山
金
剛
寺

の
周
辺
―
」
『
都
と
鄙
の
中
世
史
』
吉
川
弘
文
館

（
記
者
）　

一
九
〇
一　

「
考
古
的
探
検
旅
行
」
『
考
古
界
』
一
―
四　

考
古
学
会

清
野
利
明　

一
九
九
六　

「
真
慈
悲
寺
の
淵
源
を
探
る
（
上
）
平
安
遺
文
四
一
〇
号

文
書
を
中
心
と
し
て
」
『
日
野
の
歴
史
と
文
化
』
四
三　

日
野
市
史
談
会

蔵
田　

蔵　

一
九
六
三
～
六
六　

「
経
塚
論 

一
～
一
四
」
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』

一
四
七
～
一
八
四　

東
京
国
立
博
物
館

国
書
刊
行
会　

一
九
一
五　

『
海
録
』

今
野
慶
信　

二
〇
〇
七　

「
関
東
御
祈
祷
所
に
つ
い
て
」
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

幻
の
真

慈
悲
寺
を
追
う
』
多
摩
地
域
史
研
究
会

（
斎
藤
幸
雄
）　

一
九
七
四　

『
江
戸
地
誌
叢
書
七 

郊
遊
漫
録
』
有
峰
書
店

澤
田
輝
男
・
田
中
誠　

二
〇
一
八　

「
『
聖
閻
曼
徳
銙
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
誦
法
』

と
真
慈
悲
寺
」
『
幻
の
真
慈
悲
寺
を
追
い
求
め
てV

o
l
.
2

』
日
野
市
郷
土
資

料
館

真
慈
悲
寺
調
査
の
会
編　

二
〇
〇
七　

『
松
連
禅
寺
の
碑
』
日
野
市
郷
土
資
料
館

杉
山　

洋　

一
九
八
三　

「
熊
野
三
山
の
経
塚
」
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立

三
〇
周
年
記
念
論
文
集 

文
化
財
論
叢
』
同
朋
舎
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杉
山　

洋　

一
九
九
四　

『
浄
土
へ
の
祈
り
』
雄
山
閣
出
版

関　

秀
夫　

一
九
八
五　

『
経
塚
遺
文
』
東
京
堂
出
版

高
橋
健
自　

一
九
〇
七　

「
経
塚
沿
革
考
」
『
考
古
界
』
六
―
八　

考
古
学
会

竹
内
理
三
編　

一
九
六
一　

『
平
安
遺
文
一
〇
』
東
京
堂
出
版

谷　

春
雄　

一
九
七
五　

「
百
草
松
連
寺
私
考
」
『
日
野
の
歴
史
と
文
化
』
八　

日
野

史
談
会

多
摩
の
古
代
・
中
世
を
考
え
る
会
編　

一
九
九
三　

『
真
慈
悲
寺
の
研
究
』

東
京
国
立
博
物
館
編　

一
九
八
八　

『
経
塚
―
関
東
と
そ
の
周
辺
』

東
京
国
立
博
物
館
編　

二
〇
一
七　

『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録 

経
塚
遺
物
篇

（
東
日
本
）
新
訂
』

東
京
国
立
博
物
館
編　

二
〇
一
八　

『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録 

経
塚
遺
物
篇

（
西
日
本
）
新
訂
』

奈
良
国
立
博
物
館
編　

一
九
九
一　

『
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録 

考
古
篇 

経
塚
遺
物
』

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

一
九
七
九　

『
蜀
山
人
全
集　

一
』

八
王
子
市
史
編
集
委
員
会
編　

二
〇
一
三　

『
新
八
王
子
市
史 
資
料
編
一 

 

原
始
・

古
代
』
八
王
子
市

林　

宏
一　

一
九
七
五　

「
藤
原
守
道
の
経
筒
」
『
埼
玉
県
立
博
物
館
紀
要
』
一

林　

宏
一　

一
九
八
二　

「
藤
原
守
道
と
そ
の
系
譜
」
『
埼
玉
県
史
研
究
』
九

日
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編　

一
九
七
七　

『
日
野
市
史
史
料
集 

地
誌
編
』

日
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編　

一
九
九
一　

『
日
野
市
史
史
料
集 

続
地
誌
編
』

日
野
市
遺
跡
調
査
会
編　

一
九
九
三　

『
京
王
百
草
園
の
発
掘
調
査
―
幻
の
真
慈
悲

寺
を
探
る
―
』
日
野
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
一
四　

京
王
帝
都
電

鉄

日
野
市
遺
跡
調
査
会
編　

一
九
九
八　

『
京
王
百
草
園
内
三
檪
庵
移
築
工
事
に
伴
う

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
の
発
掘
調
査
』
日
野
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
報
告
五
七　

京
王
帝
都
電
鉄

日
野
市
郷
土
資
料
館
編　

二
〇
一
一　

『
第
二
回
幻
の
真
慈
悲
寺
を
追
っ
て
特
別
展

「
真
慈
悲
寺
と
百
草
観
音
堂
」
』

日
野
市
郷
土
資
料
館
編　

二
〇
一
三　

『
武
州
多
西
吉
富 

真
慈
悲
寺
推
定
地
出
土
の

中
世
瓦
』

日
野
市
郷
土
資
料
館
編　

二
〇
一
四　

『
東
京
都
日
野
市
百
草
観
音
堂
お
よ
び
百
草

八
幡
神
社
の
文
化
財
調
査
報
告
書
』

日
野
市
郷
土
資
料
館
編　

二
〇
一
七　

『
東
京
都
日
野
市
仁
王
塚
遺
跡
―
幻
の
真
慈

悲
寺
調
査
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告

書
（
一
）
―
』

府
中
市
教
育
委
員
会
編 

　

一
九
九
八　

『
府
中
市
教
育
史 

資
料
編
一
』

深
澤
靖
幸　

一
九
九
二　

「
武
蔵
府
中
定
光
寺
と
そ
の
周
辺
」
『
府
中
市
郷
土
の
森
紀

要
』
五

深
澤
靖
幸　

二
〇
〇
七　

「
経
筒
と
瓦
か
ら
み
た
真
慈
悲
寺
」
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

幻

の
真
慈
悲
寺
を
追
う
』
多
摩
地
域
史
研
究
会

深
澤
靖
幸　

二
〇
一
五　

「
文
化
を
ま
と
め
、
生
き
よ
う
と
し
た
時
代
」
『
新
八
王
子

市
史 

通
史
編
１ 

原
始
・
古
代
』
八
王
子
市

細
谷
勘
資　

一
九
九
二　

「
八
王
子
市
白
山
神
社
経
塚
出
土
の
経
巻
に
つ
い
て
」
『
八

王
子
の
歴
史
と
文
化
』
四　

八
王
子
市
郷
土
資
料
館

水
口
由
紀
子　

二
〇
〇
四　

「
埋
経
遺
跡
が
語
る
十
二
世
紀
の
南
関
東
」
『
中
世
東
国

の
世
界
二 

南
関
東
』
高
志
書
院

水
口
由
紀
子　

二
〇
〇
八　

「
武
蔵
武
士
と
経
塚
」
『
東
国
武
士
と
中
世
寺
院
』
高
志

書
院

水
口
由
紀
子　

二
〇
〇
九　

「
東
松
山
市
利
仁
神
社
経
塚
出
土
遺
物
に
つ
い
て
」
『
埼

玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
紀
要
』
三

水
口
由
紀
子　

二
〇
一
七　

「
平
沢
寺
跡
出
土
経
筒
の
銘
文
に
つ
い
て
」
『
埼
玉
県
立
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史
跡
の
博
物
館
紀
要
』
一
〇

水
越
正
義　

一
九
〇
一　

「
武
蔵
国
南
多
摩
郡
七
生
村
百
草
園
」
『
史
学
界
』
三
―
二　

史
学
会
事
務
所

峰
岸
純
夫　

一
九
九
四　

「
日
野
市
の
荘
園
と
公
領
」『
日
野
市
史 

通
史
編
二
（
上
）
』

日
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会

峰
岸
純
夫　

一
九
九
六　

「
百
草
の
地
名
」
『
日
野
の
歴
史
と
文
化
』
四
三　

日
野
市

史
談
会

峰
岸
純
夫　

二
〇
一
八　

「
祈
祷
の
霊
場
武
蔵
真
慈
悲
寺
」
『
幻
の
真
慈
悲
寺
を
追
い

求
め
てV

o
l
.
2

』
日
野
市
郷
土
資
料
館

村
木
二
郎　

一
九
九
八
ａ　

「
九
州
の
経
塚
造
営
体
制
」
『
古
文
化
談
叢
』
四
〇　

九

州
古
文
化
研
究
会

村
木
二
郎　

一
九
九
八
ｂ　

「
近
畿
の
経
塚
」
『
史
林
』
八
一
―
二　

史
学
研
究
会

村
木
二
郎　

二
〇
〇
三　

「
東
日
本
の
経
塚
の
地
域
性
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
』
一
〇
八　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

村
木
二
郎　

二
〇
一
五　

「
一
鋳
式
経
筒
の
新
資
料
と
鋳
造
技
術
」
『
中
世
を
終
わ
ら

せ
た
「
生
命
革
命
」
―
量
産
技
術
の
広
が
り
と
影
響
―
』
平
成
二
三
年
度

～
二
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
）

持
田
大
輔　

二
〇
一
四　

「
日
野
市
百
草
八
幡
神
社
伝
来
の
古
刀
お
よ
び
鍔
に
つ
い

て
」
『
東
京
都
日
野
市
百
草
観
音
堂
お
よ
び
百
草
八
幡
神
社
の
文
化
財
調
査

報
告
書
』
日
野
市
郷
土
資
料
館

森
嶋　

稔　

一
九
八
一　

「
信
濃
の
経
塚
資
料
に
み
る
二
、
三
の
問
題
」
『
信
濃
』

三
三
―
一
二　

信
濃
史
学
会

謝
　
　
辞

百
草
経
塚
の
三
口
の
経
筒
の
調
査
は
、
二
〇
一
六
年
に
叶
っ
た
。
日
野
市
郷
土
資

料
館
の
特
別
展
「
幻
の
真
慈
悲
寺
を
追
う
」
で
里
帰
り
し
、
同
館
の
尽
力
に
よ
り
、

奈
良
国
立
博
物
館
な
ら
び
に
所
蔵
者
の
了
解
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
調

査
と
本
書
へ
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
清
野
利
明
、
小
黒
恵
子
、
高
橋
秀
之
の
諸
氏

の
お
手
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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写真１　百草Ａ・Ｂ・Ｃ号経筒写真２　百草Ａ号経筒

写真３　百草Ｂ号経筒写真４　百草Ｃ号経筒
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写真５　百草Ａ号経筒
銘文（部分）

写真６　百草Ａ号経筒 筒身舌状金具

写真７　百草Ｂ号経筒　筒身内面

写真８　百草Ｃ号経筒　筒身内面

写真９　百草Ｃ号経筒　筒身底部
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